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会
で
の
介
護
を
考
え
る
;

日
本
は
合
、
高
齢
社
会
か
ら
超
高
齢
社
会
へ
と
動
い
て
い

ま
す
。
大
村
C
お
い
て
も
高
齢
化
率
は
、
1
4
・
5
%を
超

え
狙
り
暮
ら
し
の
老
人
も
1
、
3
0
8人
、
在
宅
寝
だ
き
り

C
お
い
て
は
、

1
4
7人
も
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
最
近
区

ち

ぼ

う

わ
か
に

ヶ痴
呆
老
人
々
い
わ
ゆ
る
ボ
ケ
老
人
の
介
護
、か
大
き

な
社
会
問
題
巴
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
身
近
で
利
用
し
や
す
い
も
の

C
し
て
い
く
た
め
、
生
の
声
を
と
お
し
て
「
介
護
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

在
宅
介
護
の
限
界
?

大
村
で
あ
っ
た
お
話
し
で
す
。
と

っ
て
も
仲
の
良
い
老
夫
婦
が
二
人
だ

け
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
あ
る
日
の
こ
と
奥
さ
ん
が
近
所

の
家
に
助
け
を
求
め
て
飛
び
込
ん
で

来
ら
れ
ま
し
た
。

ど
う
し
た
の
か
尋
ね
る
と

「
夫
が

暴
力
を
ふ
る
っ
て
近
寄
れ
な
い
」
と

言
う
の
で
す
。
心
配
し
た
近
所
の
人

が
自
宅
へ
行
っ
て
み
る
と
、
家
の
中

は
、
異
臭
が
た
ち
こ
め
至
る
所
に
便

が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
夫

は
、
部
屋
の
片
隅
で
独
り
言
を
い
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
奥
さ
ん
の
話
し

で
は
、
半
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
性
格
が

変
わ
っ
た
よ
う
に
な
り
、
夜
に
突
然

い
な
く
な
っ
た
り
、
朝
、
目
が
覚
め

る
と
布
団
中
便
だ
ら
け
で
便
を
こ
ね

ま
わ
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
奥
さ
ん

は
、
人
に
言
う
の
も
恥
ず
か
し
く
-て

一
人
で
対
処
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
介
護
疲
れ
で
腰
や
膝
、
体

の
い
た
る
と
こ
ろ
が
痛
い
と
言
う
こ

と
で
家
事
の
方
も
ま
ま
な
ら
ず
、
夫

の
介
護
も
限
界
の
所
ま
で
き
て
い
ま

し
た
。
高
齢
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
こ
う

い
う
問
題
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
特
に
老
夫
婦
世
帯
に
多
く
み
ら

れ
、
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
、
力

を
借
り
た
く
な
い
な
ど
家
の
中
に
閉

〈

じ
こ
も
り
結
局
は
、
介
護
す
る
も
の

さ
れ
る
も
の
両
方
共
倒
れ
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。も
し
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
と

感
じ
た
と
き
に
誰
か
に
相
談
し
適
切

な
処
置
が
と
ら
れ
て
い
た
ら
、
こ
ん

な
悲
惨
な
目
に
あ
わ
ず
に
済
ん
だ
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

結
局
、
こ
の
ご
主
人
は
H

老
人
性

痴
呆
(
ち
ほ
う
)
症
H

と
診
断
さ
れ
、

奥
さ
ん
の
体
調
が
戻
る
ま
で
特
別
養

護
老
人
ホ
l
ム
に
短
期
入
所
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
問
、
地
区
民
生
委
員
、
保
健

婦
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
、
そ
れ
に
奥
さ
ん
を

交
え
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
あ
り
ま
し
た
。

保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
を

受
け
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
ら
良
い
か
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な

い
ご
主
人
の
た
め
に
家
の
中
に
手
す

り
を
付
け
、
ま
た
夜
に
家
を
出
ょ
う

と
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
俳
佃
探
知

機
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ご
主
人
が
家
に
戻
っ

た
後
も
保
健
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を

で
き
る
だ
け
受
け
よ
う
と
決
心
さ
れ

ま
し
た
。

今
で
は
夫
の
問
題
行
動
も
な
く
な

り
、
奥
さ
ん
も
無
理
す
る
こ
と
な
く

自
宅
で
ご
主
人
と
生
活
さ
れ
て
い
ま

す
。

-2-



在
宅
の
担
い
手

ホ
I
ム
ヘ
ル
パ

i

j
た
だ
い
ま
フ
ル
回
転
中
j

要
と
な
っ
た
り
、
最
近
多
く
な
っ

た
痴
呆
(
ち
ぼ
う
)
症
の
人
や
重

度
の
障
害
が
あ
る
人
の
在
宅
生
活

で
は
、
頻
回
の
訪
問
が
必
要
と
な

る
の
に
今
の
ヘ
ル
パ
l
数
で
は
、

こ
れ
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

社
協
ヘ
ル
パ

l
の
利
用
者
数
は

約
卯
人
。
私
た
ち
は
、
身
体
介
護

や
家
事
な
ど
の
援
助
活
動
に
フ
ル

回
転
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

老
人
介
護
に
対
す
る
心
構
え

社
会
福
祉
協
議
会
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
i

川
下
美
加
栄
さ
ん

泉
の
里
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
|

千
秋
さ
ん
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も
し
、
あ
な
た
の
家
庭
に
お

い
て
、
突
然
N

介
護
H

の
必
要

性
に
直
面
し
た
と
き
あ
な
た
な

ら
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。
一

人
で

悩
ま
ず
に
現
状
の
抱
え
て
い
る

問
題
点
を
相
談
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。
相
手
は
、
主
治
医
で
も
行
政

で
も
い
い
の
で
す
。
今
は

M
時
間
体
制
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

が
市
内
に

2
か
所
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
利
用
さ
れ
て
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
は
客
観
的
な
視
点
で
と
ら
え
、
き
っ
と

良
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

i
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
活
用
し
、
ご
老
人
お
よ
び
家
族
の

心
配
を
少
な
く
し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
に
お
け
る
介
護
が
老
人
に
と

っ
て
も
っ
と
も
幸
せ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

時
と
し
て
介
護
疲
れ
か
ら
来
る
共
倒
れ
の
危
険
性
も
秘
め
て
い
ま

す
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
も
、
気

軽
に
相
談
で
き
る

関
係
機
関
を
利
用

し
、
家
族
の
介
護

に
加
え
て
専
門
家

に
よ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
う
ま
く
取

り
入
れ
な
が
ら
不

安
を
解
消
さ
れ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う

，刀

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
増
員
を
!

早
川
ヤ
エ
コ
さ
ん
(
植
松
3
丁
目
)

。

週
に

2
回
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
お

世
話
に
な
り
、
身
内
同
様
の
お
つ

き
あ
い
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
話
を
す
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
は

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
必
要
と
す
る
方

も
多
い
よ
う
で
話
を
す
る
時
間
が

あ
ま
り
と
れ
な
い
の
が
寂
し
い
で

す
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
も
う
少
し

増
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
必
年
に
大
村
市
に
ホ
l
ム

ヘ
ル
パ

l
が
導
入
さ
れ
、

2
人
の

ホ
1

ム
ヘ
ル
パ

l
で
開
始
さ
れ
た

の
が
、
現
在
で
は

2
カ
所
の
特
別

養
護
老
人
ホ
l
ム
に
幻
人
、
社
会

福
祉
協
議
会
(
社
協
)
に

9
人、

合
計
お
人
の
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
で

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
協
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
の
利
用

対
象
は
高
齢
者
、
身
体
障
害
者

(
児
)
お
よ
び
、
原
爆
被
爆
者
の

方
々
で
す
が
、
施
設
ホ
l
ム
ヘ
ル

パ
l
の
利
用
対
象
は
高
齢
者
で

す
。
社
協
が
主
に
家
事
援
助
中
心

型
に
、
施
設
が
主
に
身
体
介
護
中

心
型
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

家
事
援
助
中
心
で
訪
問
を
開
始

し
た
人
も
、
そ
の
後
の
体
力
低
下

や
障
害
の
出
現
で
身
体
介
護
も
必

企親子のようなおつきあいがうれし
いと語る早川さん、ヘjレパーさん
が来るのを楽しみにしています。

平成9年3月号広報おおむら
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はいかい老人保護ネットワークシステム
「おおむら俳個(はいかい)老人を守ろう会」

これは、大村市内の JR駅、パス、タクシー会社雪f~ 8業種で諒感された、高齢者にやさしい街づくりを
目指したボランティア組織(ネットワーク)です。痴呆性老人の俳個による行方不明事案や、交通事故をは

じめとする各種事故遭遇、あるいは事件被害等が増加傾向にあり、憂慮、されています。これは大村市におい

ても例外ではなく、“はいかい"に対する安全施策の必要性は増大していました。このことから、「おおむら

はいかい老人を守ろう会jが発足しました。“はL功 hい"しているところを見かけた方は連絡先(服に縫いつ

けてあります)か交番に通報し、そばについていてください。飲まず、食わずの状態で、何10kmと歩いている人
もいます。「ご苦労様ですjと穏やかにゆったりした雰囲気で声をかけてください。

。t
個

(
は
い
か
い
)

庁
、
ボ
ケ
H

が
始
ま
る
と

一

「
見
当
識
障
害
」
が
起
こ
り

一

ま
す
。
そ
の
た
め
場
所
、
時

間
、
季
節
、
人
、
自
分
自
身

一

な
ど
に
見
当
が
つ
か
な
く
な

一
り、

一
時
期
、
落
ち
着
か
ず

ウ
ロ
ウ
ロ
と
歩
き
回
り
ま
す

(
排
個
)
。
外
に
出
る
と
自
宅

一

…
に
一
炭
れ
ま
く
な
る
た
め
大
変

一
危
険
で
す
。
外
出
を
止
め
る

一
と
混
乱
が
増
す
た
め
よ
り
早

一
く
見
つ
け
る
手
段
が
必
要
で

一
す
。ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
i
病

進

行

性

の

老

人

性

痴

呆

(
ち
ほ
う
)
、
今
や
世
界
中
に

1
、

5
0
0
万
人
を
数
え
ま

-

一
す
。
脳
が
萎
縮
し
、
記
憶
や

一
判
断
力
、
意
欲
な
ど
脳
の
重

~
要

な

機

能

が

次

々

に

失

わ

一
れ

、

人

に

よ

っ

て

は

俳

個

(
は
い
か
い
〉
や
同
じ
行
動

一
を
繰
り
返
す
な
ど
異
常
行
動

が
起
き
て
き
ま
す
。
患
者
自

一
身
は
言
う
に
及
、
ば
ず
、
家
族
、

~
友
人
も
知
的
機
能
を
失
っ
た

一

も
の
と
の
精
神
的
、
肉
体
的
、

財
政
的
関
わ
り
の
な
か
で

日
々
の
戦
い
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。

ボ
ケ
て
も
安
心
し
て

生
き
ら
れ
る
社
会
を

「
ボ
ケ
」
と
は
、
精
神
病
で
あ
る
と
の
従

来
の
誤
っ
た
認
識
か
ら
「
ボ
ケ
老
人
」
を
抱

え
る
家
族
は
、
近
所
に
恥
ず
か
し
い
、
知
ら

れ
た
く
な
い
な
ど
の
偏
見
に
苦
し
ん
で
い
る

人
が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
時
の
経
過
と
共
に
人
は
老
い
て

い
く
の
で
す
。
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
で
「
ボ

ケ
」
の
症
状
も
出
て
く
る
も
の
な
の
で
す
。

「
ボ
ケ
」
の
症
状
が
進
む
と

一
人
で
は
日

常
生
活
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
介
護
の
苦

し
さ
と
い
う
の
は
、
直
接
介
護
に
当
た
る
人

で
な
い
と
十
分
に
は
理
解
で
き
な
い
と
い
う

く
ら
い
に
大
変
な
こ
と
な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
で
「
ボ
ケ
て
も

安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
社
会
」
を
作
る
た
め

に
ボ
ケ
に
対
す
る
無
理
解
と
差
別
・
偏
見
を

な
く
し
介
護
者
へ
の
協
力
を
考
え
て
「
老
人

も
家
族
も
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
」
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
人
間
の
や
さ
し
さ
と

思
い
や
り
を
み
つ
め
な
お
し
社
会
制
度
の
充

実
に
向
け
て
考
え
て
い
く
と
き
だ
と
思
い
ま

す
。

社団法人
ぼけ老人をかかえる家族の会

事務局黒江直樹さん

リ
ハ
ビ
リ
の
充
実
を
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平
野
ク
マ
さ
ん
(
諏
訪
2
丁
目
)

‘
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
少
し
で
も
自

分
で
動
け
る
よ
う
に
と
が
ん
ば

る
平
野
さ
ん

私
は
、
週
に

2
回
訪
問
看

護
を
、
ま
た

3
週
に

l
回

リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
に
来
て

い
た
、
だ
い
て
い
ま
す
。

友
達
も
高
齢
で
亡
く
な

っ
た
方
が
多
く
話
し
相
手

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
私
は
先
生
や
看
護

婦
さ
ん
が
来
て
下
さ
る
こ

と
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
も
も
っ
と

回
数
が
増
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

車
い
す
な
ど
で
外
に
出
て
、
自
然
の
風
に
あ
た
っ
た
り
、

風
景
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

取
材
後
記

取
材
を
進
め
る
に
連
れ
て
在
宅
介
護
は

ヶも
う
限
界
。
と

思
え
て
い
た
の
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
使
い
、
生
活

再
建
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
こ
と
で
十
分
に
在

宅
介
護
は
や
れ
る
と
い
う
感
触
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

早
期
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
早
く
自
立
し
、
自
宅
復
帰

が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
そ
の
後
の
在
宅
支
援
が
あ
る
と
在

宅
介
護
は
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
在
宅
介
護
の
環
境
が
ま
す
ま
す
充
実
す
る
よ
う
声
を
大

き
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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在宅介護支援センター
心身に障害を持つ方および介護家族の
総合的な相談に応じ、保健・福祉サービスの
紹介を行うとともに、利用申請の代行もいたします。

主な相談内容
・ホームヘルプ、デイサービス、ショートステイ利用相談
・介護用品、介護機器紹介および使用方法説明
・老人ホーム、老人保健施設入所相談
・老人向け住宅改造相談
・介護方法、技術相談

泉の里在宅介護支援センタ一 宮⑫1477 
大村市在宅介護支援センター慈恵荘 合⑬96 0 4 

ショートステイ
寝たきりや痴呆(ちほう)症のお年寄りをお世話している家族が、社会的理由、私的理由で
一時的に介護できないとき、特別養護老人ホームで一時的に預かりお世話します。

{利用料] 1日当たり 2， 1 4 0円
{問い合わせ}高齢福祉課

ホームヘルプサービス
日常生活を営むのに支障があるお年寄りのいる家庭で、介護や家事の手助けが

必要なとき、ホームヘルパーが訪問してお世話します。
{利用料]生計中心者の所得税額により O 円~6 5 0 円( 1時間当たり)の負担があります。

{問い合わせ]高齢福祉課

デイサービス
寝たきりや体の不自由なお年寄り、また痴呆(ちほう)症の人をデイサービスセンターヘ

専用パスで送迎し、給食、入浴などのお世話をします。
{利用料] 1日当たり 500円
[問い合わせ]高齢福祉課

給食サービス
疾病などにより食事の準備が困難な一人暮らしのお年寄りなどに対して、大村市社会福祉協議会や

各地区社会福祉協議会で食事の宅配サービスを行います。

5-

[給食料金}昼食 1食 100円夕食 1食400円
[問い合わせ}大村市社会福祉協議会

日常生活用呉貸与・給付
寝たきりや体の不自由なお年寄りの日常生活を助けるため、特殊寝台、

痴呆(ちぼう)性老人俳佃(はpかい)探知機などの介護用品を貸与-給付します。
[問い合わせ]高齢福祉課

訪問看護ステーション
疾病、負傷等により家庭において寝たきり、またはこれに準ずる状態にある人は、
かかりつけの医師の指示により訪問看護ステーションの看護サービスが受けられます。

【問い合わせ]大村市医師会訪問看護ステーション
8②873 1 

1まけ老人をかかえる家族の会
日々の介護の苦しみ悩みを相談し、話し合って困難な介護に立ち向かお
うと結成されたものでぼけ老人問題への社会的関心を高め、社会的

援助の充実を求め活動されています。
{問い合わせ}東大村2丁目 1616番地2
ぼけ老人をかかえる家族の会
合③ 96 5 8 



市
制
施
行
邸
周
年
記
念
式
典

仙
川
岨
一
人
口
叫
圃

占

昭
和
行
年
2
月
什
目
、
大
村
市
と
し
て
誕
生
し
て
か
ら
今

年
で
日
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し

2
月
間
巴
「
市
制
施
行
田
周
年
記
念
式
典
」

が
行
わ
れ
、
市
政
功
労
お
よ
び
市
民
生
活
向
上
の
た
め
、
貢

献
さ
れ
た
引
個
人
・
什
団
体
に
表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

市政功労者として表彰を受けられた皆さん (2/10・パークベルズ)

。
自
治
功
労

和
崎
正
衛
(
市
議
会
議
員
・
松
並

2
丁
目
)

田
添
利
弘
(
消
防
団
本
部
分
団

長
・
荒
瀬
町
)

井
上
勝
(
消
防
団
第
3
分
団

長
・
水
主
町
2
丁
目
)

今
里
裕
文
(
消
防
団
第
7
分
団

長
・
坂
口
町
)

山
口
敏
行
(
消
防
団
第
6
分
団

長

・
植
松
3
丁
目
)

山
口
義
範
(
農
業
委
員

・田
下
町
)

土
本
猛
(
農
業
委
員

・
黒
丸
町
)

横
野
正
衛
(
農
業
委
員
・
草
場
町
)

中
尾
義
秋
(
農
業
委
員
・
陰
平
町
)

江
崎
強
(
前
教
育
委
員
・
西
本

町
)
石
橋
正
夫
(
前
人
権
擁
護
委
員

・

久
原
1
丁
目
)

錦
戸
貞
子
(
人
権
擁
護
委
員

・
木

場
1
丁
目
)

。
教
育
文
化
羽
労

河
野
忠
博
(
文
化
財
審
議
委
員
・

荒
瀬
町
)

。
社
会
福
祉
功
労

鈴
木
信
幸
(
保
護
司
・
東
本
町
)

(
遺
族
会
会
長
・
松
原

山
下
正
俊

1
丁
目
)

諸
隈
賢

一
(
被
爆
者
親
交
会
・
木

場
1
丁
目
)

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
(
木
場
1
丁

目
)
三
彩
の
里
(
原
町
)

長
崎
県
ろ
う
あ
福
祉
協
会
大
村
支

部
(
池
田
新
町
)

。
医
療
・
保
健
衛
生
功
労

福
田
律
三
(
医
師
会
名
誉
会
長
・

水
田
町
)

。
一
公
通
安
全
功
労

山
道
慶
市
(
交
通
指
導
員
・
原
口

町
)
田
方

一
明
(
交
通
指
導
員
野
球

指
導
者
・
玖
島
2
丁
目
)

。
産
業
振
興
功
労

赤
川
秀
雄
(
前
造
園
組
合
長
・
赤

佐
古
町
)

。
地
域
の
活
動

富
の
原
2
丁
目
町
内
会

福
重
地
区
敬
老
会
運
動
会
事
務

局
福
重
青
年
団

。
人
命
救
岡

宮
本
英
子
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

野
口
緑
(
原
町
)

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

九
電
工
大
村
営
業
所

。
篤
行

松
本
崇
(
皆
同
町
)

久
松
津
留
江
(
片
町
)

田
中
義
徳
(
原
町
)

丸
栄
人
圭
未
グ
ル
ー
プ

勢
戸
利
春
(
竹
松
本
町
)

尾
崎
啓

一
(
古
賀
島
町
)

コ
マ
ツ
電
子
金
属
船

側
丸
源

高
瀬
建
設
側

富
永
千
代
子
(
古
町
1
丁
目
)

黒
木
隆
亨
(
諏
訪
3
丁
目
)

医道444号の早期間還を要望

寺
崎
喜
久
雄
(
玖
島
3
丁
目
)

。
ス
ポ
ー
ツ
功
労

大
村
キ
ャ
ロ
ッ
ト
シ
ン
コ

1
F
C

佐
藤
俊
彦
(
小
川
内
町
)

6-

大村・鹿島間道路開通促進期成会(大村

市・鹿島市で構成、会長-大村市長)の甲斐

回大村市長、桑原鹿島市長、高以良大村市議

会議長、青木鹿島市議会議長らは 2月3日、

国道444号大村 ・鹿島問の早期開通につい

て、建設省道路局、長崎・佐賀両県選出国会 F 一

議員に対し、事業予算の確保を強く要望しま 句/

したO

国道444号の社会的・経済的に果たす役

割は大きく、沿線の活性化はもちろんのこと、

長崎・佐賀・福岡の三県を結ぶ主要道路とし

て西九州地域の産業発展にも多いに寄与する

ものと期f寺されています。 地元選出の国会議員ヘ要望する甲斐田市長・高以良議長
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さくらまつり 4月5日(土)・6日(日)
おおむら石吹き合戦4月5日
・ソメイヨシノ (1，500本)

3 月下旬~4 月上旬
・オオムラザクラ (300本)
・八重ザクラ (200本)
4月中旬

広報おおむら

E罰菌室E

jJ 

Pノ f斗

と ;?-71J
花 コγβ
咲
〈

，~~ 

4 

H
花
ま
つ
り-ツツジ(1万本)

4 月中旬~5 月中旬
・花ショウブ (10万株 .30万本)

5 月中旬~6 月中旬

・アジサイ (7，000本)
6 月中旬~7 月中旬

『
花
の
ま
ち
大
村
』
は
こ
れ
か
ら
が
見
ご
ろ
で
す
。
サ
ク
ラ
巳
は
じ
ま
り
、
ツ
ツ
ジ
・
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
・
花
シ
ョ
ウ
ブ
・
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
花
々
、
か
、
春
か
ら
初
夏
巴
か
け
て
次
か
ら
次

へ
と
咲
き
誇
り
、
皆
さ
ん
を
心
地
良
い
世
界
へ
と
い
ざ
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

期
間
中
、
さ
く
ら
ま
つ
り
や
花
し
よ
う
ぶ
ま
つ
り
な
ど
の
催
し
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
花
の
ま
ち
大
村
』
を
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

r' 

花
a九
ご
み

3
月
お
日
j
6
月
初
日
H

-
サ
ク
ラ

(
3
0
0
本
)

4
月
上
旬

E翠覇軍置置園冨司自
=原町=

・サクラ (200本)4月上旬

=上諏訪町=

・ツツジ(3万本)
4月中旬-5月中旬
・アジサイ (8，000本)
6月中旬-7月中旬

E週四冨-彊歪E

Eヨ・窟.. ヨE

E盟理沼田E覇軍軍

=重井田町=

・シャ クナゲ (5，000本)
4 月下旬~5 月上旬

=南川内町=

・シャ クナゲ (2，000本)
4月下旬-5月上旬

~ 語¥.
事司11'，1:.t..::・
盟監~...-

優勝すると豪華賞品がもらえる紙飛行機とばし大会
をはじめ、面白いイベン卜が目白押し。ミ二四駆コー
ナ-(費し出し用有)、木工細土体験、物産即売コー
ナーなどもあります。
ス力イパーク自慢の草そリ、バターゴルフも終日無

料解放します。
展望所からの大パノラマもお楽しみください。
日時 3月23日(日)、午前10時~午後4時
場所琴平ス力イパーク (原町)

問い合わせ観光課

-7-
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移動局
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震災や台風など災害時の連絡体

制の整備強化について、本市でも現在

の連絡体制の見直しを行ってきました。

市では、 災害時の情報収集や伝達を迅速に

行うことにより、市民の方々の 「生命・身体 ・

財産」を守るために、防災行政無線を現在の9

局から69局ヘ増設。防災行政無線網の整備・充

実をはかりました。この防災行政無線は、市役

所を基地として、各出張所、公用車、消防団

車両に設置することで市内全域をカバー

し、いざというときに皆様方のお役に

立つシステムができました。

倭組さに慣ねて忘ね3 決の』怖さ!
=春の全国火災予防運動3月1日"""'7日=

昨年の防災訓練から

暴力問題で困っていませんか!
暴力団をはじめ、あらゆる暴力に関することは、

迷わず、恐れず、お気軽にご相談ください。

長崎県暴力団追放県民会議

官 0958@0893
警察本部暴追テレフォン

ft0958⑫o 007 
大村警察署

岱⑪0110 

最寄りの交番

火災が発生しやすい時期です。1人ひとりが火の取り扱いに
は十分注意しましょう O また、日ごろから火災を出さないよう

にするためにはどうすればよいか、家族みんなで話し合う機会

をもちましょう。

(車両火災および、林野火災の予防運動もあわせて行います)i住宅一一一病院などに
対する防火安全対策を徹底し、地域における防火対策、乾

燥時および強風時の火災発生防止対策などを推進します。

期間中、午後8時を「消防の時間Jと定め30秒サイレン
を鴫らします。もう一度火の元を点検しましょう。また、

3月1日仕)午前8時に、消防演習百集サイレン (15秒→

6秒休止→15秒)を鴫らします。

犬家のまわりに燃えやすいものを置かない

女寝たばこやたばこの投げ捨てをしない

*天ぷらを揚げると きは、その場を離れない

突風の強いときは、たき火をしない

女子どもには、マッチやライ ターで遊ばせない

女電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない

女ストーブには、燃えやすいものを近づけない

市民交通傷害保険 =平成9年度分fd:3月3日から受付開始=
掛 金 一口年額480円、 一人2口まで加入できます

申込窓口 総務課または、各出張所 ※町内会での取りまとめは3月末日です

-8-
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大村湾沿岸一斉清掃
=みんなの力で海岸スッキリ=

3月30日。
午前8時30分から

美
し
い
水
辺
の
再
生
を
め
ざ
し
て

鈴
田
上
地
区
汚
水
処
理
施
設
の
建
設
工
事
始
ま
る

平成9年 3月号広報おおむら

汚水処理施設完成予想図

農
業
用
水
の
水
質
保
全
、
生
活
環
境
の

改
善
を
め
ざ
す
農
業
集
落
排
水
事
業
「
鈴

田
上
地
区
汚
水
処
理
施
設
」
の
安
全
祈
願

祭
が
1
月
お
日
、
大
里
町
の
現
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

完
成
は
平
成
叩
年
の
予
定
で
、

処
理
戸

数
4
5
4
戸、

処
理
人
口

2
、
0
2
0
人

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
も
、

め
だ
か
が
泳
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
が
水
遊
び

で
き
る
よ
う
な
環
境
w

つ
く
り
を
計
画
的
に

整
備
し
て

い
く
予
定
で
す
。

F監t葉評.圃1 
J弘主謹主型些_11
号駐主翌恕誕3註g面
U停.量
ヨ主ヨ書:l‘

自動販売機の設置には届出が必要です!
市では、あき缶-タバコのポイ捨てやごみ等を

なくし、きれいなまちをつくるために環境美化条

例を制定しています。この条例では、空き缶等の

散乱防止を図るため、自動販売機を設置している

業者及び個人は、自動販売機や回収容器の位置、

台数などを記入した設置届出書を提出するように

なっています。まだ設置届出書を提出されていな

い場合は、早急に手続きをしてください。

問い合わせ 環境保全課

-E町・・::f)~

開分不
始別燃
さ収物
れ集の
まが
す

広
報
お
お
む
ら
2
月
号
と
一
緒
に

配
布
さ
れ
た
「
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
ガ
イ
ド
を
参
考
に
正
し
く
分

別
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

大
村
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
(
島
信

行
会
長
)
の
会
合
が
2
月
3
日
、
市
役
所

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
で
は
市
民
を
悲
惨
な
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
昨
年
発
生
し
た
交

通
事
故
の
分
析
や
今
後
の
対
策
及
び
道
路
れ4C
 

土
ロ土￥"か

会

』
L

量表

な
続
涜
出
刑

判
川V
叫

川
リ

故
全
事
安
の
通
年
交
昨
た

下水道が整備されると

下水道事業受益者負担金が賦課されます

「
大
村
市
交
通
安
全
計
画
書
」
を
策
定

情
勢
、
交
通
事
故
被
害
者
の
救
済
な
ど
話

し
あ
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
今
年
度
は
平
成
8
年
度
1
2年
度

ま
で
の

5
か
年
計
画
の
交
通
行
政
の
基
と

な
る
、
第
6
次
大
村
市
交
通
安
全
計
画
の

作
成
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
計
画
書
は
人
命
尊
重
の
理
念
に
た

ち
、
交
通
社
会
を
構
成
す
る
人
問
、
車
両

等
の
交
通
機
関
及
び
そ
れ
ら
が
活
動
す
る

交
通
環
境
と
い
う
3
つ
の
要
素
に
基
づ

き
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
施
策
を
総
合
的

に
策
定
し
、
こ
れ
を
市
民
の
理
解
と
協
力

の
下
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

下水道の施設は、道路や公園などのような一般の公共施

設とちがって、整備することによって利用できる人々が限

られてきます。下水道の建設費を市税などで賄うと、将来

的に下水道の思恵を受けない人たちまで負担をかけること

になり ます。公平な負担の原則から、整備することで利益

を受ける人たちに下水道建設費の一部を負担していただく

ことによって、 より一層の整備促進をしようというのが、

都市計画法に基づく受益者負担金制度」です。

・受益者負担金を納める時期 皆さんの区域の事業の進み

具合に応じて逐次お願pすることになり ます。

・受益者負担金額

土地1m'当り200円

(坪当り約660円)で

す。

問い合わせ

下水道業務課料金係

9 
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企 1月15日水田町において恒例のも

ぐらうちがあり無病患災を願いま

した。

"'2月2臼郡中学校において立志式
が関かれ、それぞれの思いを胸に

成人に向けての第一歩を祝福され

ました。

企 1月158竹松小学校で竹松小校区

子ども会育成連絡協議会サッ力一

大会が開かれ子どもたちは元気よ

くプレーしました。

企 1月27日、中央小学校で給食遺間

による市長らとの合同昼食会があ

りました。

企 1月27自、オフィス-アル力テ、ィア

造整地で萱瀬JJ¥ .中学生による野鳥

ヘ家のプレゼントがありました。

hF
1
月
お
巴
か
ら
お
日
に
か

け
て
海
外
商
品
見
本
市
が

開
催
さ
れ
大
勢
の
市
民
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

4
司

1
月
お
白
か
ら
引
巴
ま

で
障
害
児
学
級
の
作
品

展
が
中
地
区
公
民
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

ご苛企 1月198、鈴田地区においてマラソン大会が開催 、

され、 子どもからお年寄りまで走りぬきました。

全国大会出場九州大会出場国体冬期大会出場
大村工業高校Wで

全国大会出場

全国大会に出場する園芸高校(平

石英利校長)の弓道部女子が2月12
日、市役所を訪れ、甲斐田市長にあ

pさつをしました。

弓道部は、昨年に続いての全国大

会出場です。

頑張ってください。

-10 -

九州大会に出場する大村中学校

(中嶋剛校長)の女子ソフトボール部

が2月10日、市役所を訪れ、甲斐田

市長にあいさつをしました。

同チームは、県大会で準優勝し九

州大会出場を勝ち取りました。

t頁張ってください。

第52回国民体育大会冬季大会スキー競

技に出場する、伊藤吾ーさん(西乾馬場

町)が2月10日、市役所を訪れ、甲斐田

市長にあいさつをしました。

伊藤さんは、国体出場4回目となりま

す。

頑張ってください。

4 

バレーボールチーム

第28回全国高校バレーパール大会・第40回全国高校レスリング大

会に出場を決めた、工業高校(川久保校長)の選手たちが2月10日、

市役所を訪れ、甲斐田市長にあいさつを しました。

頑張ってくださt)0 

レスリングチーム

hP
2
月
2
臼
、
小
学
生
女
子
に
よ
る
ポ
ー
ト
ボ
l
ル
大
会
が
行

わ
れ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

-11-



ヲナ

γ
も
た
ら
の

「市民フォーラム」いじめ根絶に向けての

I¥I 

が

a
九
え
ま

い
じ
め
が
な
く
み
ん
な
が
思
い
や
り
を
も
っ
て
学
校
生
活
を
送
れ
た
ら
い
い
な
。
き
っ
と
楽

し
く
て
何
も
か
も
が
妬
き
巴
な
れ
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
現
実
は
違
う
。

大
村
市
で
は
、
平
成

8
年
巴
「
い
じ
め
対
策
地
域
連
携
モ
デ
ル
市
」
の
指
定
を
受
け
、
昨
年

叩
月
か
ら
色
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。
こ
の
中
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
生
の
声
は
、
合

後
の
わ
た
し
だ
ち
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

行動 j

大
人
の
感
受
性
は
鈍
い
!

「
昔
か
ら
い
じ
め
は
あ
っ
た
よ
。

い
じ
め
ら
れ
る
人
が
悪
い
。
い
じ

め
ら
れ
る
人
に
も
問
題
が
あ
る
。」

こ
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
人

は
も
っ
と
考
え
て
欲
し
い
。
こ
の

考
え
方
が
い
じ
め
を
生
ん
で
い
ま

す
。
回
り
の
大
人
は
子
ど
も
の
モ

デ
ル
に
な
り
え
な
い
人
が
多
く
、

い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ル
ト
チ
ャ
イ
ル
ド

が
多
い
。

い
じ
め
は
相
手
を
弱
い
立
場
に

置
い
て
い
ま
す
。
心
理
的
、
身
体

的
苦
痛
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
方
的
に
繰
り
返
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
人
が
い
や
が
る
こ
と
は

や
め
よ
う
。

~ 
ヌL、勇、やり「思い

〈
い
じ
め
の
背
景
〉

異
質
な
も
の
を
排
除
す
る
風

潮
、
少
子
化
に
よ
り
子
ど
も
が
子

ど
も
の
中
で
育
た
な
く
な
っ
た
、

物
の
中
で
、
情
報
の
中
で
育
っ
て

い
る
。

〈
い
じ
め
の
特
徴
と
対
応
〉

擬
装
化

・
ふ
ざ
け
を
装
っ
て
い
じ
め

.
遊
び
を
装
っ
て
い
じ
め

.
先
生
を
装
っ
て
い
じ
め

担
任
の
先
生

一
人
で
は
な
く
、

先
生
全
員
で
、
組
織
対
応
し
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

学
校
、
家
庭
、

P
T
A
、
地
域

社
会
で
組
織
化
し
て
い
こ
う
。

情
報
を
流
す
。
学
校
は
恥
と
思

っ
て
情
報
を
流
さ
な
い
。
聞
か
れ

た
学
校
と
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

ク
ラ
ス
、
学
年
の
枠
を
超
え
て

い
じ
め
対
策
を
考
え
る
。

人
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
い
じ

め
に
対
す
る
対
応
が
変
わ
っ
て
い

く
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
具
体
的

記
録
を
残
す
こ
と
も
必
要
。

加
害
者
も
被
害
者
も
ど
ち
ら
も

未
熟
な
子
ど
も
た
ち
、
ど
ち
ら
の

子
も
導
い
て
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
自
分
の
子
だ
け
で
な
く
他
人

の
子
も
し
か
る
運
動
が
地
域
の
中

に
根
づ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

真
に
安
ら
ぐ

「心
の
居
場
所
」

家
庭
の
重
要
さ
を
、
ま
た
、
家
庭

に
お
け
る
教
育
が
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
る
こ
と
を
大
人
は
再
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
じ
め
対
策
の
取
り
組
み

O
い
じ
め
問
題
市
民
講
演
会

O
い
じ
め
根
絶
強
調
月
間
街
頭
啓
発
パ
レ
ー
ド

O
い
じ
め
根
絶
に
向
け
て
の
「
子
ど
も
集
会
」

O
い
じ
め
根
絶
に
向
け
て
の
「
市
民
討
論
会
」

。
い
じ
め
根
絶
に
向
け
て
の

「市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
も
大
人
た
ち
も
亘
(
剣
に
問
題
意
識
と
し
て
認

識
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
大
き
な
第

一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
大
人
の
役
割
、
社
会
の
役
割
な
ど

が
具
体
的
に
な
り
今
後
の
い
じ
め
根
絶
に
向
け
て
の
大
き

な
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
子
ど
も
た
ち
は
真

剣
に
こ
の
P

い
じ
め
が
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
立
ち
向
か
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
大
人
は
、
知

っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
い

じ
め
が
ど
ん
な
も
の
か
。

大
人
の
社
会
の
い
じ
め
も

.

あ
り
ま
す
。

今
の
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の

心
の
中
を
見
て
み
よ
う
、

理
解
し
て
あ
げ
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
大
切
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
い
い
環
境
を

つ
く
り
、
い
い
人
間
形
成

に
力
を
貸
し
て
い
く
時
期

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
子
ど
も
た

-12 -

ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き

は
き
っ
と
い
い
理
解
者
に

な
り
素
晴
し
い
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
の
見
本
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
、
子
ど
も
た

ち
の
心
が
見
え
ま
す
か
?

川
氏

、



第
羽
田

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

弁
論
大
会
か
ら

「
あ
な
た
の
町
を
、
村
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

向
陽
高
等
学
校
三
年

吉
川
由
起
さ
ん

(
抜
粋
)

平成9年 3月号

私
は
、
今
大
村
市
の
溝
陸
町
に

住
ん
で
い
ま
す
。
駅
か
ら
も
遠
く
、

パ
ス
も
一
時
間
に

一
本
あ
る
か
な

い
か
の
田
舎
で
す
。
高
校
に
通
っ

て
る
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、
「
は

よ
う
こ
が
ん
と
こ
ろ
出
て
都
会
で

暮
ら
し
た
か
」
と
ぐ
ち
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
は
自
分
が
生
ま

れ
育
っ
た
こ
の
土
地
が
大
好
き
で

す
。
少
々
不
便
で
も
人
が
い
う
ほ

ど
苦
に
な
ら
な
い
の
で
す
。

私
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
、

住
民
全
員
の
顔
と
名
前
が
一
致
す

る
の
で
、
道
を
歩
い
て
い
て
擦
れ

違
う
と
き
は
、
か
な
ら
ず
な
に
か

し
ら
の
挨
拶
を
交
わ
し
ま
す
。
顔

広報おおむら

は
見
え
な
く
と
も
歩
道
を
歩
い
て

い
る
人
の
歩
き
方
を
み
た
だ
け

で
、
ど
こ
の
誰
だ
か
分
か
る
く
ら

い
で
す
。

私
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
小
学
校

一
年
生
か
ら
中
学
校

三
年
生
ま
で
、
子
ど
も
会
に
入
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た

。
そ
の
こ
ろ
は
、

様
々
な
行
事
の
度
に
休
み
を
返
上

し
て
、
親
子
で
参
加
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ

た
の
で
、
と
っ
て
も

面
倒
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
振
り
返
る
と
こ

の
ふ
れ
あ
い
が
、
母
子
家
庭
で
地

域
の
人
達
と
孤
立
し
が
ち
な
私
た

ち
親
子
を
結
び
付
け
、
心
の
つ
な

が
り
を
深
め
て
く
れ
て
い
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

学
校
生
活
で
は
、
経
験
で
き
な

い
学
年
を
超
え
た
交
流
の
な
か
か

ら
、
道
徳
的
な
と
て
も
大
切
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
昔
さ

な
が
ら
の
伝
統
文
化
の
素
晴
し
さ

を
教
え
ら
れ
、
そ
の
重
要
さ
を
知

り
ま
し
た
。

都
会
に
は
子
ど
も
会
と
い
う
も

の
は
存
在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
、
塾
や
稽

古
事
で
運
営
が
難
し
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

一
方
、
田
舎
に
は
、
ま
だ
ま
だ

昔
な
が
ら
の
伝
統
や
先
ほ
ど
述
べ

ま
し
た
よ
う
に
暖
か
い
人
々
の
人

情
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
時
に
は
、
こ
れ
ら
に
わ

ず
ら
わ
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
や
は
り
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
は
、
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
上
で
、

一
番
大
切
な
も
の
だ

と
考
え
ま
す
。

学
校
生
活
の
な
か
で
、
い
じ
め

が
問
題
に
な
っ
て
久
し
く
な
り
ま

す
が
、
一
向
に
解
決
す
る
兆
し
が

見
え
ま
せ
ん
。
今
の
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
子
ど
も
達
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
る
、
地
域
で
の
ふ
れ
あ

い
の
場
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

あ
な
た
の
町
や
村
か
ら
、
伝
統

文
化
や
人
情
が
失
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
か
。
こ
れ
ら
を
次
世
代
の
子
ど

も
達
に
確
実
に
伝
え
て
い
く
事

が
、
私
た
ち
田
舎
に
生
ま
れ
た
若

者
の
大
切
な
役
目
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
都
会
で
暮
ら
し
た
い
と
い
っ
て

い
る
高
校
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
、

も
う

一
度
自
分
が
住
ん
で
い
る
、

あ
な
た
の
町
を
村
を
見
つ
め
直
し

て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
O

E---
、P
一

一渇
怠
恭
一

一
心
掛
る
一

一い
蝉
ど
一

一う
一
時
一

.，E
策

{

一Mm
…
川
一

一時
一
回

・l
L
V
開

m
u…

-
毎
土
純
一

-つ
聞の
一

-ゆ
:
ゆ
一

い
じ
め
根
絶
の
た
め
の

市
民
ア
ピ
ー
ル

1
.
家
庭
で
の
教
育
の
あ
り
方
、

大
切
さ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

い
じ
め
の
問
題
の
解
決
の
た
め

に
は
、
家
庭
が
き
わ
め
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

思
い
や
り
ゃ
正
義
感
、
善
悪
の
判

断
、
基
本
的
な
し
つ
け
な
ど
を
、

ま
ず
家
庭
が
責
任
を
も
っ
て
指
導

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
族
の
深

い
愛
情
や
精
神
的
な
支
え
、
信
頼

に
基
づ
く
厳
し
さ
、
親
子
の
会
話

や
ふ
れ
あ
い
の
確
保
な
ど
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

2
.
家
庭
、

学
校
、
地
域
社
会
な

ど
の
す
べ
て
の
関
係
者
の
努
力
と

連
帯
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

「歴史」となった風景
~古写真に見る大村生活史~匂当

い
じ
め
問
題
を
、
地
域
全
体
の

問
題
と
し
て
と
ら
え
、
地
域
で
の

活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
家
庭

・

学
校

・
地
域
社
会
が

一
体
と
な
り

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
創
意
工
夫

あ
る
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
し
ょ

事つ
。
3
.
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た

教
育
の
実
践
と
関
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

学
校
に
お
い
て
は
、

一
人
ひ
と

り
の
個
性
、
特
性
を
伸
ば
す
教
育

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
い
じ
め
に
関
す
る
様
々
な

情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
保
護
者

や
関
係
機
関
な
ど
と
日
ご
ろ
か
ら

手
を
携
え
て
、
開
か
れ
た
学
校
n

つ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

明治・大正 ・昭和の大村の風景、 建物、

人物、出来事の写真を展示し、街の変化や

暮らしの移り変わりをお伝えします。

期日 3 月 21 日 (釦~4 月 20 日 (日)

会 場市立史料館入場無料

主な展示写真風景・人物・生活・教育・

軍隊と戦争 ・大村の戦後

講演会講師林一馬氏

3月29日出 午後2時~、市民会館

問い合わせ文化課

d

司
大
村
駅
か
ら
出
征
す
る
兵
士

(
昭
和
初
期
)
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市職員の給与を公表します

本市には、平成8年4月1日現在で、 1，022

人の職員が在職していますが、これには病院事

業303人、ポート事業36人、下水道事業41人な

ど特殊な事業に勤務する職員もすべて含まれて

いますので、同規模の都市に比べて職員数が多

くなっています。

給
与
の
し
く
み

給
与
に
は
、
給
料
と
扶
養
手
当
、

通
勤
手
当
、
住
居
手
当
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
学

歴

・
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
、
条

例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
行
政
職
、

教
育
職
、
医
療
職
村
、
口
、
臼
の
5

種
類
が
あ
り
ま
す
)
に
よ
り
決
定
さ

れ
ま
す
。

給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ
い
て
は
、

大
別
し
て
定
期
昇
給
と
給
与
改
定
が

あ
り
ま
す
。
定
期
昇
給
は
、

1
年
間

良
好
な
成
績
で
勤
務
し
た
と
き
1
号

給
上
位
へ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
給
与
改
定
は
、
給
与
の
専
門

的
機
関
で
あ
る
人
事
院
が
毎
年
4
月

1
日
現
在
で
民
間
給
与
と
の
対
比
を

し
て
、
差
が
あ
っ
た
場
合
に
行
わ
れ

る
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
て
実
施
さ

れ
る
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

拠
し
て
給
料
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ

と
を
い
い
ま
す
。

人件費 (B) 人件費率 (B/A)
千円 %

5.045.741 14.6 

歳出額'CA)
千円

34.619.031 

(普通会計決算)

住民基本台帳人口

平成8年3月31日現在

79，696人

(1 )人件費

区分

表 (1) 
財政的な面から職員の給与を見たも
ので、平成7年度決算での普通会計に
おいて人件費が歳出に占める割合を示
したものです。人件費には特別職の報
酬や共済組合の事業主負担金なども含
まれています。

平成7年度

表 (2~ . _ 0.0 _ • _..  _ o. 2)職員給与費 (普通会計予算)
平成8年度予算から見た職員一人あ
たりに要する経費をみたものです。 分区

平成8年度

(4)初任給 (平成8年4月1日現在)

区分 一 般 行 政2年経過職給料
初任給 器用 月額

円 円

大学卒 169，000 182，500 

円 円

高校卒 137，900 147，400 

(3)平均給料月額および平均年齢
(平成8年4月1日現在)

行政職

平均年齢

歳

39.10 

一 般

平均給料月額

円

329，900 

表 (3) (4) 
一般行政職の平均給料と初任給の状
況を示したものです。(一般行政職と
は一般事務職、建築や土木などの技術
職、保母などをいいます)

円

円

(平成8年4月1日現在)

経験年数20年

373，800 

309，400 

円

円

経験年数15年

309，400 

257，600 

(5)経験年数別・学歴別平均給料月額

区 分 | 経験年数10年
円

円
202，900 

257，600 

表 (5)
職員が、学校卒業後すぐに採用され
た場合の経験年数別の給料月額を示し
たものです。

表 (6)
一般行政職の職員を給料表上の級別
に見たものです。級別区分は、部長は
8級、課長は8-7級、課長補佐は6
級、係長は 6-5級、 主査は6-4級
吏員は3-2級、 事務員、技術員は2
-1級となっています。

(7)職員手当の状況

期末・勤勉手当 退 職 手 当

( 8年度支給率) (支給率)

期末手当 勤勉手当 自己の都合による退職 定年による退職

6月期 1.6月分 0.6月分 勤続20年 21月分 28.875月分
12月期 1.9月分 0.6月分

勤続25年 33.75月分 44.55月分
3計月期 0.5月分

4.0月分 1.2月分 勤続35年 47.5月分 62.7月分

職務上の段階、職務の 最高限度額 60月分 62.7月分
級等による加算措置 有

表 (7)
期末勤勉手当は、 一般にボーナスと
言われているもので、給料月額に同表
の支給割合を乗じた額が職員に支給さ
れます。
退職手当は、退職時の給料月額に一
定の支給率を乗じた額が支給されます。
支給率は勤続年数と退職の事由によっ
て異なりますが、ここにはその一部を
掲げています。

[注]表 (3)、(4)、(5)、(6)は平成8年の給与実態調査により掲げています。
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表 (8)
市長など三役の給料および市議会議
員の報酬を示したものです。この報酬
などは、 市内の各種団体の代表者で構
成された、特別職報酬等審議会の答申
に基づいて、市議会で決定され、平成
9年1月1日から改定されたものです。



平成9年 3月号広報おおむら

平成8年度の職員数の増滅状況
部 門 増員数減員数差引 主な増減理由

総務企画 4 3 I 欠員補充補
民 生 1 2 ム 1 欠員不充

般政行 商 工 3 O 3 オフ実ィス ・アルカディア事業
の充

土 木 O 1 ム 1 欠員不補充

政行特別 教 育 1 O 1 体に育伴文う化職員セ配ン置ター建設準備

業企等営公
病院 15 4 11 欠員補充

下水道 O 1 ム 1 欠員不補充

イ

。表 (9)
職員を部門別に分類し、過去 3年間の人員の増減を示した
ものです。

[注] 表 (9) は平成8年の定員管理調査により掲げていま
すが、合計職員数には定員管理調査上計上される教育長

(1人)を含んでいます。

職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員

の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時ま

たは非常勤職員を除いています。

区 分 職 員 数 対前年増減数

部 門 平成6年平成7年平成8年 平成6年平成7年平成8年

議 dzbz 、 9 9 9 O O O 
総務企画 122 122 123 ム 5 O + 1 
税 務 36 36 36 O O O 

自主
民 生 104 104 103 + 1 O ム 1
衛 生 66 68 68 O +2  O 

行 労 働 1 1 1 O O O 
農林水産 40 40 40 ム 1 O O 

政 商 工 16 18 21 + 3 + 2 + 3 
土 木 49 48 47 + 3 ム 1 ム 1

計 443 446 448 + 1 十 3 + 2 

政行特別
教 育 116 118 119 + 5 + 2 + 1 

116 118 119 + 5 +2  + 1 

普通合計計 559 564 567 + 6 + 5 + 3 

公営量等会計A 

病 院 260 292 303 + 6 +32 +11 
水 道 55 55 55 十 1 O O 

下水道 45 47 46 十 1 十 2 ム 1
その他 52 52 52 O O O 

計 412 446 456 + 8 +34 +10 
ぷ口弘、 計 971 1，010 1，023 十14 +39 +13 

部門別職員数の状況
(9) 
ア

平成9年度

市
民
税
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

3
月
は
次
の
日
程
(
土

・

日
を
除
き
ま
す
)
で
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
。
申
告
受
付

日
に
都
合
の
つ
か
な
い
人

や、

2
月
に
申
告
で
き
な
か

っ
た
人
は
、
早
目
に
市
役
所

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
告
期
限
は

3
月
幻
日

間
で
す
。

未
申
告
の
場
合
は
、
所
得

証
明
書
な
ど
の
交
付
や
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
の

適
用
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

の
申
告
は
お
早
め
巳

問
い
合
わ
せ

税
務
課

地 区 申告受付日 士暴 所

浦・萱 瀬 3月3日(月) 三浦・萱j頼出張所

干高 重 ・鈴 田 3月4日(火) 福重・鈴田出張所

本公 原 3月5日(水) 松原出張所

t'rキi}(農業のある世帯) 3月5日(水) 竹松出張所

大村(農業のある世帯)3月6日(木)
市役所大会議室

西大村 (農業のある世帯) 3月7日(金)

，'"圃圃・ーー------------園田園田園圃圃圃園園園町、

確定申告による所得税の納期限は、申

告期限と同じ3月17日(月)です。期限内に
納税を済ませてください。 また、振替

納税を利用している人は、あらかじめ指

定された預貯金口座の残高を確認してお

いてください。

納期限を過ぎますと、未納となってい

る税額に対し年14.6%(5月17日までは
年7.3%)の延滞税がかかります。
なお、 一度に納められないときは、確

定申告で納めることになる税額の 2分の

l以上を 3月17日までに納め、残りの税
額を 6月2日(月)まで延納することができ

ます。ただし、延納期間中は、延納する

税額に対し年7.3%の利子税がかかりま
す。

また、消費税の確定申告は、 3月31日

と )が申告納付期限となっていますo-J

勝湾lJtの'II'IfJi1:1 
第滋I斤Jご/
諌早税務署(企② 13 7 0) 

午前8時30分~午後4時受付時間

軽自動車やバイクなど
廃車・譲渡の申告を

次のようなときはすぐに申告してください。

固定資産税課税台帳の縦覧期間と納期の変更

縦覧する人は、 印かんと本人であることがわかる書類 (運転免

許証や保険証など)を持ってきてくださ~ )0 

4月2日(水)-4月21日(月)

2期以降従来の納期です

課税台帳の縦覧期間

場所税務課

※代理人は委任状が必要です。

※納期の変更

1期 5月15日-6月2日

。他人に譲渡した

。市外に転出する

。破損、老朽化のため使えなくなった、

またはスクラップ処分した

。盗難にあった(先に警察に盗難届を出

してください)
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臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
を
支
給

4
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
い
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
金
の
種
類
・
金
額

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
対
象
者

1
人
に
つ
き

1
万
円

臨
時
介
護
福
祉
金
支
給
対
象
者

l
人
に
つ
き

3
万
円

臨
時
特
別
給
付
金
支
給
対
象
者

l
人
に
つ
き

1
万
円

該
当
者
に
は
3
月
上
旬
に
臨
時
福

祉
特
別
給
付
金
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。

対
象
者
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

-
老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
基
礎
年
金

の
う
ち
旧
障
害
福
祉
年
金
に
相
当
す

る
人
、
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
母

子
、
準
母
子
福
祉
年
金
に
相
当
す
る

受

給

者

保

険

年

金

課

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手

当

受

給

者

児

童

家

庭

課

・
障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者

手
当
、
福
祉
子
当
(
経
過
措
置
分
)

受

給

者

福

祉

課

福

祉

係

・
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
受
給
者

福
祉
課
庶
務
係

・
高
齢
低
所
得
者
(
臼
歳
以
上
)、

ね
た
き
り
老
人
(
日
歳
以
上
)

高
齢
福
祉
課

三
種
混
合
(叫フ開リ切

麻

し

ん

(
は
し
か
)

風

し

ん

お
子
様
の
体
調
の
良
い
時
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
年
間
を
通
じ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
「
健
康
の
し
お
り
と
国
民
健

康
保
険
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種

実

施

中

院
外
処
方
也
九
の
ご
剖
聞
を

市
立
病
院
で
は
、
希
望
さ
れ
る
人

に
、
薬
を
最
寄
り
の
保
険
調
剤
薬
局

で
も
ら
え
る
よ
う
、
院
外
処
方
せ
ん

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
診
察
の
際
に
、
院
外
処

方
せ
ん
を
希
望
す
る
旨
申
し
出
ら
れ

院舛処方せんで
“お〈すり"をもらうまで

-・・・・・5~聖書藷11;:=:1翠盟国・・・・・

子つ
制
限

-
ゆ
け
州

新
日
以
・
F

U

川
町
.
『

+
灯
低

姐

察

刊
川
1

4
白
J

制

冊

目
A

-.!u .... 亘，~医蓋孟函彦事置響調・・・
-処方せん提出後、椅子に掛け

てしばらくお待ちください。

4・レ
会計で名前を呼ばれたら

4・レ

ホ
リ
デ
イ
保
育

新
城
保
育
園

(
宮
(⑪
4
1
5
2
)

日
曜
日

・
祝
日
な
ど
に
冠
婚
葬
祭

へ
の
出
席
、
ま
た
は
、
就
労
な
ど
、

家
庭
で
保
育
、が
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
就
学
前
の
児
童

(離
乳
か
完
了
前

の
児
童
を
除
き
ま
す
〉
を
保
育
す
る

も
の
で
す
。

実
施
日
3
月:・

2
日
・

9
日
・
巾

B

m
B
-お
日

4
月・・

6
日
刊
日
日
お
日

♂
日

-m日

時

間

午

前

8
時
お
八
万
i
午
後
5
時

保
育
料

1
日

1
、
5
0
0円

でけ師 薬る
・あなだの希望する薬局の相談 、 、令なをと

を受けます。 ごごがおも
・あなだの希望する薬局へ処万利相フ 、らご

ぜんのコピーをファックスで用談 ァ院え希
送信します。 くに ッ内る望。 だあクに制の

さたスは度保
いつコ大で険
O て!村す調
いナ東 O 剤
ま l彼薬
すを薬 局
の設剤 で

-面置調膳置掴・
... レ

..臨葡~S'U....U加盟・-==ー~

-・・・E 悶臨調日間匡司B
-処方せんを渡し、薬をもらっ

てください。

* 4日以内でしたら、いつでも
あなたの都合のいいときに薬

を受け取ることができます。

時
的
保
育

わ
か
ば
保
育
園

(告
(⑪
G
8
3
4
)

保
護
者
な
ど
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就

労
や
、
出
産

'
傷
病
な
ど
に
よ
る
緊

急
時
の
保
育
、
ま
た
、
育
児
に
伴
う

心
理
的
、
肉
体
的
負
担
を
解
消
す
る

た
め
に
一
時
的
に
保
育
す
る
も
の
で

す
。な
お
、
就
労
に
よ
る
も
の
は
週
3

日
、
そ
の
ほ
か
は
月
昨
日
を
限
度
と

し
ま
す
。

実
施
日
保
育
圏
関
所
日

時

間

午

前
8
時
j
午
後
5
時

保
育
料

1
日

1
、
0
0
0円

(飲
食
費
を
除
き
ま
す
)

『健康診断休診』のお知らせ

大村保健所が毎週月曜日に行う 「健康診断」

は、保健所移転のため次の日程が休診となりま

す。健康診断が必要な方は、最寄りの医療機関

または諌早保健所(毎週水曜日午前 9 時~11時

受付合@3304)で受診してくださ t) 0 

休診日 3月24日(月)、31日(月)

問い合わせ 大村保健所 (fi⑬21 9 3) 
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平
成
9
年
度
「
学
童
保
育
」

入
所
説
明
会

日
時
3
月
9
日
側
、
午
前
回
時

※
ほ
う
こ
ク
ラ
ブ
は
3
月
日
日
間
午

前
日
時

場
所
各
学
童
ク
ラ
ブ
・
あ
さ
ひ
っ
こ

(
木
場
パ
ス
方
向
転
換
所
前

宮
⑪
6
2

9
0
)

・
と
ま
と
(
市
立
大
村
幼
稚
園
内

包
@
6
4
3
8
)

・
さ
く
ら
ん
ぼ
(
市

立
中
央
幼
稚
園
内
包
(⑪
3
3
3
9
)
・

く
さ
ぶ
え
(富
の
原
小
横
森
動
物
病
院

前

宮
@
1
5
8
2
)

・
に
ん
じ
ん
(
実

天
宮
会
館
内
宮
⑪
7
8
3
2
)

※
ほ
う
こ
ク
ラ
ブ
は
さ
く
ら
ん
ぼ
ク

ラ
ブ
で
行
い
ま
す
。

*
開
所
時
間
下
校
後
j
午
後
5
時
却
分

た
だ
し
、
長
期
休
み
お
よ
び
第
2
、
第

4
土
曜
日
は
、
午
前
8
時
j
午
後
5
時

ハ
リ
又
1

qaノフ



3
2
5
E
Z
E
t
被

保

険

者

証

言

匡

E
住

居

伺

隠

退
職
被
保
険
者
証

ヵ

4
月
1
B
か
ら
変
わ
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

④
仕
事
を
や
め
て
、
新
た
に
国
民
健
康
保

者
証
、
退
職
被
保
険
者
証
は

3
月
紅
白
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

社
会
保
険
な
ど
の
喪
失
証
明
書
を
持
参
し

4
月
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者
証

(水

て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

急
)
、
退
職
被
保
険
者
証

(
ピ
ン
ク
色
)

な
お
、
退
職
者
医
療
該
当
者
は
必
ず
、

に
変
わ
り
ま
す
。

年
金
証
書
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
3
月
下
旬
に
郵
皆
さ
ん
が
納
入
さ
れ
る
保
険
税
は
診
療

送
し
ま
す
が
、

4
月
に
な
っ
て
も
届
か
な
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
保
制
度
の
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、
は
、
皆
様
方
加
入
者
の
ご
協
力
が
な
く
て

①
被
保
険
者
証
の
内
容
に
誤
り
が
あ
れ
ば
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
未
納
が
あ
り

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
す
と
、
制
度
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に

②
4
月
か
ら
病
院
に
か
か
る
場
合
は
、
必
な
り
ま
す
。

ず
新
し
い
被
保
険
者
証
(
水
色
・
ピ
ン
ク
未
納
の
保
険
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

早

色
)
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

急
に
納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

③
職
場
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た
人
、
市
ま
す
。

外
に
転
出
し
た
人
で
、
被
保
険
者
証
の
喪
問
い
合
わ
せ

失
届
を
し
て
い
な
い
人
は
早
く
届
け
出
を
務
課
収
納
係

し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課
保
険
係
・
税

平成9年3月号

日

親子遊び教室

fね九{まく広場」
ちびっ之lましゅう
時毎月第l水曜日

( 4月のみ16日に変更)
午前9時45分-11時30分
市民体育館

平成6年10月1日生まれ~
平成7年9月30日生まれの親子
30組
親子遊び、お母さん同士の仲

間作り

3月21日(封
はがきに、住所・親子氏名、

生年月日・性別・電話番号・

応募の動機(詳しく)ほかの

育児クラブの参加経験の有無

などを記入のうえ、申し込ん

でください。申込多数の場合

は、選考させていただきます。

申し込み・問い合わせ 健康増進課

広報おおむら

所

象

募集組数

内容

申込期限

申込方法

場

対

お
届
け
は
お
済
み
で
す
か

日時弟
3
号
被
保
険
者
一
の
特
例
届
出
j
3月
幻
自
ま
で
日

第10回大村市国民年金写真コンテスト

特選 平野泰規さん (桜馬場2丁目)の作品

第

2
回
国
民
年
金

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
特
選
受
賞
作
品

郡中学校 1年生

林由美由紀さん

「
あ
り
が
た
い
年
金
」

『却
歳
の
ス
タ
ー
ト
国
民
年
金
学
生

も
強
制
加
入
で
す
」
そ
う
書
か
れ
た
看
板

を
日
に
し
た
の
は
、
つ
い
最
近
の
こ
と
で

す
。
読
ん
で
み
て
も
何
を
言
い
た
い
の
か

さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ず
、
べ
つ
に
私
に
は
関

係
の
な
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、
こ
の
作
文
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
必
ず
し
も
関
係

の
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
気

付
き
始
め
ま
し
た
。
私
の
思
う
に
は
、
国

ま
だ
届
け
出
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
大
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
届

け
出
(
第
3
号
被
保
険
者
該
当
届
)
が
な

い
と
第
3
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
7
年
の
年
金
法
改
正
に
よ
り
、
3

月
紅
白
ま
で
に
届
け
出
れ
ば
、
未
届
け

の
期
間
を
保
険
料
納
付
済
期
間
と
し
て
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
怠
っ
た
り
し
ま

す
と
将
来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

民
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
大
人
に
な
っ
て

年
金
を
納
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、

た
だ
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
お
金
と
し

か
思
っ
て
い
な
い
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
思
う
と
み
な

さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
だ
れ
だ
っ
て

ω歳
ま
で
も
そ
ん
な
お
金
は
納
め
た
く
な

い
と
思
っ
て
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ

の
問
に
も
自
分
が
納
め
て
い
る
お
金
が
お

お
い
に
お
年
寄
り
ゃ
、
突
然
の
け
が
や
病

気
で
仕
事
を
な
く
し
た
人
た
ち
を
支
え

る
、
あ
り
が
た
い
お
金
と
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
ら
、
考
え
は
変
わ
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
れ
で
も

(
こ
つ
こ
つ
と
納
め
て
い
て
よ
か
っ
た
な

あ
l
)
と
思
え
る
よ
う
な
日
が
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
母
の
実
家
は
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
祖
父
、
祖
母
の
3
人
暮
ら
し
で
、
畑

や
田
ん
ぼ
で
の
穀
物
納
つ
く
り
で
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
う
初
歳
を
こ

合
が
あ
り
ま
す
。一

度
届
け
出
た
が
、
疑

問
に
思
っ
て
い
る
人
や
不
安
に
思
っ
て
い

る
人
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
済
ん
で
い
て
も
厚
生
年
金
保

険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者

が
退
職
し
た
り
、
加
入
し
て
い
る
年
金
制

度
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
つ
ど
届
け

出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
年
金
係
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課

え
、
こ
う
な
る
と
や
っ
ぱ
り
暮
ら
し
て
い

く
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と

や
っ
ぱ
り
老
齢
年
金
に
た
よ
っ
て
い
く
ほ

か
な
い
の
で
す
。

高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
世
の
中
、
年

金
は
と
っ
て
も
貴
重
な
お
金
と
な
り
ま

す
。
年
々
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
っ
て

い
く
今
、
も
っ
と
遠
い
将
来
は
、
身
内
の

人
の
お
金
に
た
よ
る
こ
と
も
で
き
な
く
な

る
時
代
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
い

え
、
刻

一
刻
と
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
い
っ
そ
う
年
金
は
、
多
く

必
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い

う
と
き
は
、
未
加
入
者
が
い
る
と
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
大
き
な
負
担
を
か
か
え
な

け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
に
、
だ
れ
も
が
(
年
金
は
近
い

将
来
き
っ
と
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
)
と
い

う
こ
と
を
頭
に
入
れ
、
未
加
入
者
を

一
人

で
も
減
ら
す
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な

課
題
に
な
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
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みんなの
健康

大
村
市

君需
『十t..6. 

正
智

子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
新
学
期
を

迎
え
る
春
に
な
り
ま
し
た
。
体
に
不
釣

り

合

い

な
、
ピ
カ

ピ
カ
の
ラ

ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ

て
登
校
す

「
ス
ギ
花
粉
症
の
話
」

大
村
市
山医
口堅

慶
治

2
月
上
旬
か
ら
の
眼
の
か
ゆ
み
、
く

し
ゃ
み
、
鼻
水
、
咳
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
方
が
み
な
さ
ん
の
周
囲
に
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
春

2
・
3
月
の
ス
ギ
花
粉

は
有
名
で
す
が
、

3
月
中
旬
の
ヒ
ノ
キ

予

花
粉
、

5

月
連
休
か

ら
の
イ
ネ

科
カ
モ
ガ

ヤ
花
粉
、

秋
の
ヨ
モ

る
新

一
年
生
の
姿
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い

も
の
で
す
が
、

気
管
支
哨
息
な
ど
の
病

気
を
か
か
え
て
い
る
お
子
さ
ん
の
場

合
、
新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
ま
で
は
、

心
配
も
ひ
と
し
お
と
思
い
ま
す
。

小
学
児
童

1
0
0
人
中
5
人
弱
が
端

息
で
す
が
、
小
学
校
入
学
後
は
段
々
軽

く
な
り
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
に

か
け
て
、
発
作
は
と
れ
て
い
く
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
季
節
的
に
は
、
春
は

秋
に
次
い
で
発
作
が
お
こ
り
や
す
い
シ

ー
ズ
ン
で
す
が
、
花
粉
症
で
問
題
に
な

る
ス
ギ
花
粉
が
瑞
息
の
原
因
に
な
る
こ

と
は
ま
れ
で
す
。

ア
レ
ル
ゲ
ン
と
し
て
最
も
重
要
な
の

は
家
ダ
ニ
で
す
。
学
校
は
家
庭
よ
り
ダ

ギ
花
粉
、
日
月
中
旬
に
約
2
週
間
、
局

地
的
に
ス
ギ
花
粉
が
舞
う
の
が
、
大
村

で
の

1
年
間
の
花
粉
周
期
と
言
え
ま

す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
年
に
は
花

粉
症
が
ひ
ど
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
傷
ん
だ
鼻
、
気
管
品
膜

で
の
花
粉
に
対
す
る
過
敏
性
が
充
進
す

る
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年

は
重
症
の
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

空
中
に
飛
散
し
た
ス
ギ
花
粉
は
鼻
・

眼

・
気
管
粘
膜
に
付
着
し
ま
す
。

水
分
を
吸
っ
た
花
粉
は
破
裂
し
粘
膜

内
の
抗
体
と
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
お
こ

し
ま
す
。
眼
で
は
眼
の
か
ゆ
み
、
鼻
で

は
く
し
ゃ
み
・
鼻
水
、
気
管
で
は
咳
と

な
り
ま
す
。
た
か
が
鼻
水
と
い
っ
て
も

ニ
の
少
な
い
環
境
で
、
そ
れ
ほ
ど
心
配

し
な
く
て
い
い
の
で
す
が
、
し
ば
し
ば

発
作
を
お
こ
す
お
子
さ
ん
の
場
合
は
、

掃
除
中
ホ
コ
リ
を
吸
わ
な
い
注
意
が
必

要
で
す
し
、
動
物
の
毛
も
ア
レ
ル
ゲ
ン

と
な
り
や
す
い
た
め
、
動
物
の
飼
育
係

は
不
適
で
す
。

端
息
児
の
学
校
生
活
で
特
に
問
題
に

な
る
の
は
運
動
で
す
。
端
息
児
が
運
動

を
す
る
と
発
作
が
お
こ
る
こ
と
が
あ

り
、
運
動
誘
発
性
端
息
と
よ
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
哨
息
の
程
度
(
重
症
度
)
、

運
動
の
種
類
、
運
動
の
持
続
時
間
、
環

境
条
件
な
ど
で
お
こ
り
方
が
異
な
り
、

軽
症
の
子
で
は
お
こ
り
に
く
く
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
(
長
距
離
)
は
最
も
発
生
の
お

1
日
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ

I
箱
を
使
う
鼻
水

が
約
2
か
月
間
毎
年
続
く
の
で
す
か
ら

大
変
で
す
。
人
口
の
約
日
%
が
ス
ギ
花

粉
症
で
す
か
ら
大
村
に
は
約
1
万
人
の

患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
後
に
述
べ
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
テ

ス
ト
の
陽
性
者
を
大
村
で
調
べ
た
と
こ

ろ
男
女
と
も

ω歳
代
に
ピ

l
ク
が
あ

り
、
女
性
が
男
性
の
約
2
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。

花
粉
症
の
診
断
に
は
い
く
つ
か
の
ア

レ
ル
ゲ
ン
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
鼻
水

の
中
に
好
酸
球
と
い
う
細
胞
を
捜
す
染

色
法
、
鼻
粘
膜
に
花
粉
液
を
1
滴
た
ら

す
誘
発
法
、
ツ
反
の
よ
う
な
皮
膚
反
応
、

採
血
し
て
ス
ギ
抗
体
を
検
出
す
る
方
法

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
花
粉
マ
ス
ク
な
ど

こ
り
や
す
い
運
動
で
、
水
泳
は
お
こ
り

に
く
い
運
動
の
代
表
で
す
。
強
い
運
動

を
6
分
間
以
上
続
け
る
と
お
こ
り
や
す

く
、
気
温
が
低
く
、
乾
燥
し
た
気
象
条

件
で
は
お
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

う
書
き
ま
す
と
、
冬
の
耐
寒
マ
ラ
ソ
ン

は
発
作
が
お
こ
り
や
す
い
条
件
を
そ
ろ

え
て
い
ま
す
が
、
発
作
を
お
こ
さ
な
い

距
離
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
す

と
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
が
認
め
ら
れ
、

走
れ
る
距
離
が
次
第
に
伸
び
て
き
ま

す
。
万
が

一
発
作
が
お
こ
っ
た
場
合
、

そ
の
時
点
で
休
む
と
初
分
以
内
に
発
作

は
お
さ
ま
り
ま
す
。

予
防
と
し
て
は
、
運
動
が
激
し
く
な

る
と
無
理
で
す
が
、
な
る
べ
く
鼻
呼
吸

の
予
防
法
は
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。
最

近
で
は
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
を
1
月
下
旬

か
ら
予
防
的
に
内
服
す
る
の
が

一
般
的

の
よ
う
で
す
。
近
医
で
相
談
さ
れ
服
用

さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も

駄
目
な
人
に
は
鼻
粘
膜
の
外
科
治
療
が

あ
り
ま
す
。
鼻
粘
膜
に
薬
液
を
塗
る
方

法
、
赤
外
線
、
高
周
波
電
気
凝
固
、
レ

ー
ザ
ー
を
鼻
粘
膜
の
約
2
叩
四
方
に
当

て
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
術
中
は
無
血

で
あ
り
、
夏
、
秋
季
に
行
う
と
翌
年
の

花
粉
の
季
節
に
は
約
半
数
の
人
に
は
喜

ん
で
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

一
度
発
症
す
る
と
毎
年
お
こ
る
花
粉

症
で
す
が
、
予
防
が
第
一
と
考
え
治
療

を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

口男145口女287
(山口耳屍咽喉科調べ)
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を
す
る
こ
と
。
ガ
l
ゼ
の
マ
ス
ク
の
着

用
こ
れ
も
長
距
離
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
は

無
理
で
す
が
、
登
山
な
ど
で
は
驚
く
ほ

ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
安
心
し

て
使
え
る
予
防
薬
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

し
ば
し
ば
運
動
後
に
発
作
が
お
こ
る
人

は
、
病
院
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

端
息
で
あ
っ
て
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
に
な
っ
た
人
も
珍
し
く
な
く

(
1
9

8
8年
米
国
選
手
団
6
1
1
人
中
運
動

端
息
あ
り
白
人
)
、
金
メ
ダ
ル
を
と
っ

た
選
手
も
い
ま
す
か
ら
、
体
調
に
合
わ

せ
て
、
上
手
に
積
極
的
に
運
動
と
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。

スギ花粉症の年齢分布

学三き

?と醤1
---.二む し

活孟ぜ，::闘臨ん
』自そ

っd、く
い宅じ
て』

患者数
(人)
60 

54 

46 
50 

40 

30 

20 

10 



間
電
話
加
入
権
を
公
売

闘

・
問
い
合
わ
せ

税
務
課

市
税
滞
納
に
よ
り
電
話
加
入
権
を

公
売
し
ま
す
。

日
時

3
月
四
日
仰
、
午
後
1
時
初
分

場
所

市
役
所
第
9
会
議
室

公
売

方
法

一
般
競
争
入
札

公
売
台
数

若
干

代
金
納
付
期
限

即
納

持
参
す
る
も
の
印
か
ん
、
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
※

N
T
T
の
譲

渡
承
認
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
売

却
決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。
ま
た
、

公
売
開
始
前
ま
で
に
市
税
が
完
納
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中

止
し
ま
す
。

平
成
9
・

ω年

建
設
工
事
な
ど
の

指
名
願
申
請

-
申
請
・
問
い
合
わ
せ

管
財
課

平成9年3月号

平
成

9
-m年
度
に
市
が
行
う
建

設
工
事
、
測
量

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
と
お
り

参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

。

要
件

①
建
設
工

事
H
建
設
業
の
許
可
を
有
し
、
か
つ

経
営
事
項
の
審
査
を
受
け
て
い
る
人

②
測
量

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
な

広報おおむら

、ど
H
営
業
に
関
し
、
法
律
上
必
要
と

な
る
資
格
を
有
す
る
人

申
請
期
間

3
月
3
日
刊
j
白
日
開

高
校
・
大
学
奨
学
生

-
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会

庶
務
課

。
県
育
英
会
奨
学
生

募
集
期
間

3
月

U
日
何

1
5月
ロ

日
間

資
格

県
内
に

1
年
以
上
住

所
を
有
す
る
人
の
子
弟
で
、
大
学
に

在
学
中
の
人
の
う
ち
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
困
難
で
か
つ
、
人
物

・

学
業
共
に
優
れ
て
い
る
人

貸
与
月

額

・

国
公
立

2
万
8
千
円

-
私
立

3
万
4
千
円

※
日
本
育
英
会
と
の
併
願
は
で
き
ま

せ
ん
。
原
則
と
し
て
新

1
年
時
の
み

対
象
で
す
。

制

視聴覚ライブラリー

親子映画会

(アニメ34分)

(アニメ20分)

14:00-15:00 ンセh
一

え

ふ
糸

1

一

た

一

ち

匠

一川
姫

ゆ

L

さ
」
(
J

一
つ

メ

一
カ

ガ

一同
鉢
弘
海

•• 
。
市
奨
学
生

募
集
期
間

3
月
幻
目
的

1
5月
1

日
側

資
格

市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
の
子
弟
で
、
高
校

・
国
立
高

専
・
短
大
・
大
学
に
在
学
中

(
4
月

進
学
予
定
者
を
含
み
ま
す
)
の
人
の

う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
で
か
つ
、
人
物

・
学
業
共
に
優
れ

て
い
る
人

貸

与

月

額

・

高
校

・

高
専

1
万
円

・
大
学
・
短
大

1
万
5
千
円

※
高
校
・
高
専
に
つ
い
て
は
、
他
制

度
と
の
併
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

生

活

展

-
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン

(岱
⑪
3
1
6
1
)

日
時

3
月

1
日
出
、
午
前
日
時

i

午
後

3
時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

図書館・史料館を休館Lます

. ..‘gtla.'I: 

内
容

会
員
の
学
習
活
動
の
作
品

展
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
!
即
売
会
(
衣
料

品
・
食
料
品
・
食
器
な
ど
)
ほ
か

第
初
回

教
育
講
演
会

-
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン

(合
⑭
3
1
6
1
)

日
時

3
月
3
日
間
、
午
後
7
時
j

8
時
加
分

場
所

市
民
会
館

演

題

『こ
ど
も
と
お
と
な
の
文
化
と

学
習
』

j
共
に
学
ぶ
地
域
を
創
造
す

る
た
め
に
j

入
場
料

無
料 講師 藤田秀雄氏

(立正大学教授)

第

4
田

中
学
校
美
術
作
品
展

-
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

絵
画

・
デ
ザ
イ
ン
・
彫
塑
・
工
芸

な
ど
市
内
各
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

期
間

3
月
1
日
出
j
3
日
間

時
間

午

前

9
時

i
午
後

5
時
(
最
終
日
は
午

後

1
時
鈎
分
ま
で
)

場
所

市
民

会
館

全
自
衛
隊
美
術
展

-
問
い
合
わ
せ

陸
上
自
衛
隊

期
間

3
月
四
日
側
j
お
日
目

場

所

長
崎
浜
屋
百
貨
庖

入
場
料

無
料

内
容

絵
画
、
書
道
、
写
真

休館する期間

3月3日(月)炉 3月20日(木)
問い合わせ 市立図書館(宮② 24 5 7) 

市立史料館(告⑬ 19 7 9) 

阪神・ 淡路大震災が原因で

神戸市から転入された皆さんヘ

身障者のための階恥均崎町

段リフト設置工事に 〉〆

伴い、図書館・史料

館は下記のとおり臨

時休館します。また、

開館後も一部利用で

きない箇所があります。ご迷惑をおかけしますが、

ご理解とご協力をお願いします。

なお、3月21日(鉛から開館しますが、 工事中

のため図書館の会議室・学習室-トイレは3月

30日(日)まで利用できません。

3月2日(日)まで通常どおり本は借りられます。

返却巴が休館の期間に当らないように貨出期間を

延長します。

神戸市の広報紙の郵送を希望される人は、

合078-322・5085
(神戸市広報課)までご連絡ください。
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ボランティアコーナーでは

。ボランティア情報の提供

。パンフレッド、機関誌等による情報提供

。国際ボランティア貯金の寄付金の配分、

活用状況に関する情報

。寄付金配分団体の活動に関する情報

。パソコンによる情報提供

。国際ボランティア貯金の寄付金の活用状

ー 況等に関するビデオ、 <}. ~ネjレおよび写真
の費出し

。ボランテ ィア活動に関する相談

(月に2日、第1 第 3水曜日〉
Oボランティア関係図書等の配備

を行っています。

女ご利用をお待ちしております!

開設場所・問い合わせ

大村郵便局 お客様コーナ←(包② 24 0 0--)' 

なかちく公民館まつり
中地区公民館を定例的に利用 4面高二三 一-~一一:二:三一ー

し ている .'7~ルー プが、 日ごろの 12申坦E公民館まつり 制刊のt

~活動成東を発表します。多数お
出かけください。各グループヘ

岬 ρ参加は、誰でもいつでもでき
ます。この機会に自分にあった
生涯学習を見つけてみませんか。

女舞台発表の部 ... ，i 

3月2日旬、 午前9時50升~午後5時30分
内容 コーラス・民踊 ・剣詩舞 ・自舞 ・詩吟 ・アートバレエ y ヂ

健康体撰 大正琴民謡扇舞レクダンス.38.体操[おと/
女雇示発表の部
3月88(土).9日(日)、午前9時一与後A時30ゆ N 

内容 水彩画 -油絵-木彫り-書-写真 -刺しゅう-デザイン
フラワー・藤手芸 -おりがみ -手編み -パ、ソチワークほか

女茶会 展示期間の2日間 (茶席券は当日会場CPきち55します)
女着物着付け実演 』/ I4 
88(士) 、 午後 2 時~ . 9日(日)、午前11時

女バザー うどん-おにぎり・ケーキ -炊き込みごはん

コーヒー・手作り品など

女ガレージセール 9 日(日) 、 午前 10時~11時
場所・問い合わせ 中地区公民館(告⑬13 7 6) 

一一ノ --

-
問
い
合
わ
せ

地
籍
調
査
室

地
籍
調
査
を
行
い
ま
す

説
明
会

4
月
上
旬
(
予
定
)

現

地
調
査

5
月
1
7
月
・

9
月
1
1

月

調
査
地
区

三
城
町
・
水
計

町
・
武
部
町
※
土
地
所
有
者
に

は
、
説
明
会
お
よ
び
調
査
日
程
を
事

前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

竹
松
駅
巴
快
速
列
車
の

停
車
、
か
追
加

-
問
い
合
わ
せ

J
R大
村
駅

(
合
(⑫

3
6
0
0
)

地
元
期
成
会
と
、
市
が
要
望
し
て

い
た
竹
松
駅
へ
の
快
速
列
車
の
停
車

増
が
実
現
し
ま
し
た
。

J
R
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
3
月
幻
日

に
予
定
さ
れ
、
快
速
列
車
が
次
の
と

お
り
停
車
し
ま
す
。

長崎発 譲早発 竹松着

上
7 :00 7 :37 7 :52 
※8 :45 9 :21 9 :36 
※14:30 15:11 15:31 
17:54 18:32 18:51 
※19:54 20:38 20:55 
※21:00 21:30 21:48 

下 竹松発 譲早着 長崎着

※19:20 19:37 20:20 
※20:34 20:55 21:41 

※
は
停
車
追
加
分

耳
の
日
の
集
い

-
問
い
合
わ
せ

県
ろ
w

つ
あ
福
祉
協
会

(8
0
9
5
8⑪
2
5
7
2
)
 

自
引
山い
山
》
作
ほ
m
hv

日

ijii
一-一

i
A
a
-
E
‘1
ii

J
h川
川町，司

自

¥

y

/

ム一

Jil
--
U
・弘ちへ

の

3

、

¥一
一一-一

-Jii
叫

U
F
tレ
'

P
ト

同
円

3
J
mて
は

3
月
3
H
H3
・
3
H
に
ち
な
ん
で

「
耳
の
日
の
集
い
」
を
聞
き
ま
す
。

手
話
を
知
ら
な
い
人
の
た
め
に
、

音
声
通
訳
が
つ
い
て
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日

3

月
2
日
間
、
午
後
1
時

会
場

市

民
会
館

入
場
料

5
0
0
円
(
中

学
生
以
上
)
※
駐
車
場

・
保
育
有
り

内
容

1
部

講

演

「
日
本
手
話
と

日
本
語
手
話
、
そ
の
語
源
」

講
師

高
塚
稔
氏
(
聴
覚
障
害
者
)

2
部

手
話
劇
大
岡
裁
き

「花
ど
ろ
ぼ
う
」

お
は
な
し
の
会

-
問
い
合
わ
せ

中
地
区
公
民
館

(
宮
(⑪

1
3
7
6
)

心
豊
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
願
っ

て
親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
月
曜
日
、
午
後
3
時
1
3

時
初
分

場
所

中
地
区
公
民
館

対
象

幼
児
・

小
学
低
学
年

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
童
謡
、
お
り

が
み
、
手
あ
そ
び
な
ど

参
加
料

無
料

4月 1日から
週40時間労働制がスタートします
4月1日から、 1週間の法定労働時聞が、 9人
以下の小売業などの特例措置対象事業場を除くす
べての事業場に遇40時間労働制が適用されます。
労働基準高および監督署では w 時短特別奨励金
など、さまざまな支援事業を行っています。

問い合わせ
長崎労働基準局(包0958⑮6 3 4 3) 
諌早労働基準監督署 (ft@3310) 
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第

6
回

旭、か

E
合
唱
ク
ラ
ブ

定
期
演
奏
会

-
問
い
合
わ
せ
加
藤
(
包
③
5
7
1
6
)

山
口
(
宮
⑪
2
7
1
4
)

日
時

3
月
8
日
出
、
午
後
1
時
開

場

場
所

市
民
会
館

入
場
料

無
料

内
容

N
H
K
全
国

学
校
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
長

崎
大
会
銅
賞

受

賞

曲

合

唱
ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル
「
け
ん

ち
ゃ
ん
と
お

ば
け
」
ほ
か



平
成
8
年
度
分
の
申
し
込
み
は

3
月
引
日
ま
で
巴

個
人
住
宅
建
設
資
金

利
子
補
給
金

-
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
課

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促
進

を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金
の
融

資
を
利
用
し
て
個
人
住
宅
を
取
得
し

た
人
に
対
し
て
、
利
子
補
給
金
が
受

け
ら
れ
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0
0

万
円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に
自
ら

居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新
築
(
居

住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅
の
購
入
を

含
み
ま
す
)
お
よ
び
増
改
築
を
行

っ

た
人
②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の

償
還
月
が
、
平
成
8
年

4
月
1
日
か

ら
平
成

9
年
3
月
白
日
ま
で
に
該
当

す
る
人

平成9年3月号

市営住宅入居者

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額円)

竹 松 2 2 K 7，300 
l種
植 中公 1 3LDK . 35，000 

池 田 3 3DK 15，500 
2種

6，700 
旭 3 2 K 6，800 

広報おおむら

利
子
補
給
金
額
年
間

一
律
4
万
円

(
一
か
年
限
り
)
※
住
宅
の
完
成
が

2
・
3
月
中
に
な
る
場
合
は
、
特
に

第
1
回
の
償
還
日
に
ご
注
意
く
だ
さ

市
臨
時
職
員
の
登
録
者

-
問
い
合
わ
せ

人
事
課

平
成
9
年
度
の
臨
時
職
員
お
よ
び

パ
l
ト
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま

す。職
種

①
事
務
補
助
(
転
記
や
計
算
、

図
面
焼
な
ど
の
事
務
的
な
仕
事
)

②
保
健
婦
旬
、
看
護
婦
同
お
よ
び
准

1種の竹松アパートは単身入居可能住宅です。

申込期限 3月10日(月)
抽選日 3月19日(水)、午前10時30分
入居日 4月1日ω
申し込み・問い合わせ

県営住宅入居者

建築課

募集住宅案内書配布 3月3日(月)-
申込期間 3月10日(月)-12日(水)
抽選日 3月18日(州
申し込み・問い合わせ・用紙配布場所
県住宅供給公社大村事務所
県営ターミナル2F(宮⑫68 2 5) 

看
護
婦
出

応
募
資
格

①
の
職
種

に
つ
い
て
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

人

②
の
職
種
に
つ
い
て
は
、
市
内

に
お
住
ま
い
の
人
で
、

普
通
自
動
車

免
許
を
有
し
、
昭
和
げ
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
は
っ
て
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(②
の
職

種
に
つ
い
て
は
、
資
格
免
許
の
コ
ピ

ー
も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
)
申
し
込

み
の
際
、
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す

の
で
、
書
類
は
本
人
が
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
随
時
受

付
け
ま
す
。

幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
巳

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

-
問
い
合
わ
せ市
交
通
安
全
協
会

(
宮
(⑪

9
8
8
9
)

次
の
地
区
・
団
地
で
開
催
し
ま

す
。
開
催
日
に
つ
い
て
は
、
右
記
の

と
こ
ろ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開

催

場

所

柴
田
団
地
集
会
場

・
宮

小
路
公
民
館
・
松
並

2
丁
目
公
民

館
・
池
田
公
民
館
・
中
地
区
公
民

館
・
古
賀
島
西
公
民
館
・
木
場
コ
ミ

セ
ン
・

諏
訪
公
民
館

・
富
の
原

2

丁
目
公
民
館

・
久
原
第
2
団
地
集
会

場
・
本
小
路
団
地
集
会
場
・
玖
島
3

丁
目
公
民
館
・
原
口
住
宅
集
会
場
・

原
口
ア
パ
ー
ト
公
民
館
・
杭
出
津
親

和
会
公
民
館

内
容
交
通
教
室
、

ぬ

り

え

参

加

費

無

料

持

参

品

ク
レ
ヨ
ン

男
手
・
女
手

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

-
問
い
合
わ
せ

船
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
会
(
包
②
6
1
9
4
)

。
応
募
資
格

年
齢
百
歳
以
上
幻

歳
未
満
※
昭
和
日
年
5
月
四
日
j

昭
和
田
年
5
月
時
日
ま
で
に
出
生
し

た

人

身

長

1
7
0
m
以

下

体

重

男
子

U
U以
上
回
回
以
下
女

子
必
旬
以
上

m
u以
下

視

力

裸

眼
で
両
眼
と
も

ω以
上

※

め

が

ね

・
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
不

可
・
色
盲
不
可

締
め
切
り

4
月
初
日
間

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

長
崎
県
第
7
団
ス
カ
ウ
ト

-
問
い
合
わ
せ

市
川

(
宮

@
5
7
3
3夜
間
の
み
)

対

象

小

学
校
新
1
年

生

説

明

会

3
月
日
日
也
、
午
後
7
時
i

場
所

中
地
区
公
民
館
※
少
女
た
ち
の
健

全
育
成
に
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る

リ
ー
ダ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

第
但
回

防
火
少
年
剣
道
大
会

-
問
い
合
わ
せ

大
村
消
防
署

(宮
②
4
1
3
8
)

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る
た

め
、
市
内
各
地
区
の
少
年
剣
士
約
6

0
0人
を

一
堂
に
会
し
、
防
火
少
年

剣
道
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

3
月
2
日
間
、
午
前
9
時
却
分
j

場

所

市

民
体
育
館

健
康
ウ
オ
ー
ク
・
ク
ラ
ブ

-
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

原
田
(
岱
(⑪
4
2
3
8
)

毎
月
1
回
日
曜
日
に
、

m
i
m凶

を
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
体
力
に

応
じ
て
無
理
を
し
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

歩
き
ま
す
。

会
費

一
世
帯
、
年

間
3
、
0
0
0
円
(
通
信
費

・
保
険

料
な
ど
)
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大
村
少
年
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

-
問
い
合
わ
せ

大
村
ラ
グ
ビ
ー
協
会

宮
地
(
告
⑪
4
7
0
7
)

練
習
日

第
1

・
2
・
3
日
曜
日

時
間

午
前

9
時
l

U
時

場
所

県
営
放
虎
原
ラ
グ
ビ
ー
場

対
象

小
学
生
l
中
学
生
(
小
学
1
年
i
中

学

3
年
)
、
男
女
間
わ
ず

会
費

入
会
費

2
、

0
0
0
円

月

額

1
、
0
0
0
円

第
お
口

県
身
体
障
害
者
体
育

大
会
出
場
者

-
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

日
時

5
月
お
日
間
、
午
前
9
時
加

分

種
目

陸
上
・
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
・
卓
球
・
盲
人
卓
球
・
水
泳
資

格

県
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
日
歳
以
上
の

人

申
込
期
限

3
月
3
日
刊

ご
寄
付

h

a
--
J

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

ご

好

意

;

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
中
山

一
義
(
東
大
村
1
丁
目
)
5

万
円
V
寺
本
文
香
(
松
原
2
丁
目
)
日
万
円

V
瀬
崎
多
二
郎
(
久
原
1
丁
目
)
3

万
円
V
思
基
文
(
竹
松
本
町
)
5
万
円

V
藤
本

一
美

(
竹
松
本
町
)
日
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
辻
岳
俊
宏

(
皆
同
町
)
叩
万
円

文
化
基
金
ヘ

V
喜
々
津
宮
子
(
乾
馬
場
町
)
日
万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
大
村
駅
前

庖
U
7
万

9
千
9

5
円

V
野
崎
日
出
男
(幸
町
)
叩
万
円

V
粛
藤
雅
子
(
杭
出
津
2
丁
目
)
l

万
円
V
妙
宣
寺
寒
修
行
団
H
m
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

V
市
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
H
6
万
円

V
長
安
寺
寒
行
団
H
5
万
円

西
大
村
幼
稚
園
ヘ

V
西
大
村
幼
稚
園
P
T
A
H
遊
具
ほ

か
四
万
円
相
当

西
大
村
・
玖
島
・
郡
中
学
校
ヘ

V
黒
木
隆
亨
(諏
訪
3
丁
目
)
吹
奏

楽
楽
器
一
式

清
和
国
へ

V
親
奉
会

(
森
安
太
郎
・
末
永
辰

夫
・
小
下

一
義
)
理
容
奉
仕

V
日
本
た
ば
こ
産
業
船
H

た
ば
こ

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
U

お
し
ぼ
り

慈
恵
荘
へ

V
他
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
支
部
U
2
万
円

V
山
本
弘
(久
原
2
丁
目
)
叩
万
円

V
向
井
正
美

(
上
諏
訪
町
)
3
万
円

V
大
村
吟
詠
会
木
場
教
室

一
同
H

お

菓
子
・
演
芸

V
永
測
屋
H

ま
ん
じ
ゅ
う

V
小
佐
古
子
供
会
リ
も
ち
・
あ
ん
も
ち

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)
車

い
す
磨
き

V
下
川
宣
義
(
富
の
原
1
丁
目
)
車

い
す
磨
き

V
辻
み
ち
子
(
松
並
1
丁
目
)
生
花

教
室
指
導

V
松
永
シ
ズ
エ
(
松
並
1
丁
目
)
生

花
教
室
指
導

V
山
本
キ
ミ
ヨ
(
松
並
1
丁
目
)
生

花
教
室
指
導

泉
の
里
ヘ

V
M
W
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
支
部
H
2
万
円

V
松
尾
和
子
(
岩
松
町
)
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
V
木
下
智
映
子
(
木
場
2
丁
目
)
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

V
三
根
四
郎
(
片
町
)
雑
巾

V
清
水
由
希
子
(
武
部
町
)
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

V
松
尾
ツ
ユ
(
小
路
口
町
)
ゴ
ミ
パ

ッ
ク
V
オ
ッ
ペ

ン
化
粧
品
H

衣
類

(東
大
村
1
丁
目
)

V
松
谷
あ
す
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
松
平
勝
郎
(
寿
古
町
)
5
万
円

V
小
佐
古
子
供
会
H

も
ち

V
山
口
松
代
(
富
の
原
1
丁
目
)
子

芸
用
毛
糸

V
中
島
繁
樹
(
波
佐
見
町
)
2
万
円

V
登
貴
和
木
会
H

奉
仕

V
飯
野
利
明
(久
原
1
丁
目
)
花

V
吉
野
政
成
(
西
大
村
本
町
)
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

V
近
藤
正
樹
(
諏
訪
3
丁
目
)
衣
類

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口

ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
童

謡

・
唱
歌
。
読
み
聞
か
せ
交
流

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H

お
し
ぼ
り

V
永
野
鶴
代
(
諏
訪
3
丁
目
)
2
万
円

V
原
口
テ
ツ

コ

(
杭
出
津
2
丁
目
)

3
万
円

V
J
A
葵
の
会
H
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
村
子
供
の
家
ヘ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

l
万
円

V
竹
松
部
隊
第
3
2
7
高
射
中
隊
H

ジ
ュ

ー
ス

V
実
天
宮
敬
神
婦
人
会
日
ま
ん
じ
ゅ
う

V
陰
平
上
婦
人
会
H
手
作
り
ケ
l
キ

V
日
産
労
連
長
崎
地
方
協
議
会
H

ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
招
待

V
福
本
浩
二
(
宮
小
路
3
丁
目
)
も

ち
米
・
さ
つ
ま
い
も

V
九
州
電
力
労
組
H

も
ち
つ
き
慰

問
・
玩
具

V
市
農
協
生
産
者
H
新
米

V
琴
花
園
H

門
松

V
山
道
医
院
H

ケ
ー
キ

V
平
林
明
(
大
阪
府
)
日
万
円

V
梅
野
幸
代
(須
田
ノ
木
町
)
5
万
円

V
手
作
り
の
会
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

H
1

万
4
6
7
円

V
辻
山

一

(
木
場
2
丁
目
)

日
万
円

V
桝
本
幸

(大
川
田
町
)

l
万
円

V
大
村
部
隊
日
連
本
部
管
理
中
隊
H

5
千
円

V
海
上
自
衛
隊
第
幻
航
空
群
H
3
万
円

V
何
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
支
部
H
2
万
円

V
鎮
西
高
校
生
徒
会
1
3
万
円

V
大
村
地
区
同
盟
H
2
万
3
千
4
2
円

V
松
本
み
ど
り
(
中
里
町
)
ケ
ー

キ
・
ハ
ム
・
ウ
イ
ン
ナ
ー
ほ
か

V
吉
留
ま
さ
子

(
川
崎
市
)
お
菓

子
・
絵

V
千
々
石
町
婦
人
会
U

タ
オ
ル

・
お

菓
子

・
じ
ゃ
が
い
も
ほ
か

大
村
パ

I
ル
ハ
イ
ム
ヘ

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
乳
児
院
ヘ

V
山
道
医
院
H

ケ
l
キ

V
池
田
軽
運
送
H

ケ
l
キ

V
第

一
印
刷
H

ケ
l
キ

V
村
里
運
送
H

ケ

l
キ

V
大
村
部
隊
H

ジ
ュ

ー
ス
ほ
か

V
割
烹
寿
楽
H

食
事
招
待

V
加
島
歯
科
H

ジ
ュ

ー
ス
ほ
か

V
黒
木
医
院
H

図
書
5
万
円

V
鎮
西
高
校
生
徒
会
H
3
万
円

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
第
幻

航
空
群
H
3
万
円

V
大
村
地
区
同
盟
日
2
万
3
千
4
2
円

V
琴
花
園
H

門
松

V
横
田
俊
子
(
池
田
新
町
)
手
芸
品

V
ほ
っ
か
ぼ
つ
か
亭
H

天
体
望
遠
鏡

V
光
陽
会
有
志
l
ク
リ
ス
マ
ス
会
慰

問

・
プ
レ
ゼ
ン
ト

V
コ
l
ル
会
あ
じ
さ
い
H

ク
リ
ス
マ

ス
会
慰
問

・
プ
レ
ゼ
ン
ト

V
中
地
区
お
話
の
会
H

ク
リ
ス
マ
ス

会
慰
問

V
美
容
室

へ
ア

l
メ
イ
ク

M
H
散

髪
奉
仕
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広報おおむら 平成9年3月号

市
税
の
納
付
は
も
う
お
済
で
す
か
、
納
め
忘
れ
の
人
は
急
い
で
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

，園、
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替 F一一-…日一日一…一一..一日一一一一.._ . ""'O~'"' • .， 
で i 市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています。:

)3 お気軽にご相談ください。
月 人権相談 (6 日・木 10:α)~15: ∞)

の 行政相談 ( 13 日・木 9:30~12:α))
疋 法律相談 (19日・水 10:ω~15:∞)
例 (法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)

ff 交通事故相談 (25日 火 10:∞~16: ∞)
旨 年金相談 (26日・水 1附~広ω)

3 不動産相談 (28日・金 13:α)~16:α))
E ※受け付けは午前8時30分からです(電話での受け付けはいたしません)

2日 当番医 1智明日の親のための学級(?)夜の部 [お父さん出番ですよPART-2J(内・小)中村医院 東本町 まま@2733 中地区公民館 18: 30-20: 00 ⑮母子健康手帳
(印 (産) 大村中央産婦人科水主fl1J2丁目 ft@3850 ⑮母乳育児と父親の役割について一小児科医師

? S何E 一般健康相談 市役所健康相談室 13:00-16:00 1F 耳とことば‘の相談 福祉センタ- 13:00-15:00 ⑪血圧測定 みそ汁の塩分濃度測定ほか

乳幼児健康相談 福重出張所⑧13:30-15:00 16日 当番医
⑪小児がん(神経芽)の検査セットを渡します 育児相談

⑪ 
(胃・内)津田胃腸科内科医院 小路口本町宮@1507

5P 
(眼) 計屋眼科医院 古町1丁目 ft(@6888 

妊婦教室(1) 中地区公民館 13:30-16:00 
健康よろず相談 竹松出張所 13:30-15:30

⑮母子健康手帳 テキスト「母と子のためにj

17旬8 
⑧血圧・コレステロール・ 貧血 ・肥満など気にな

3歳児健康診査 大村保健所 ⑧9:15-9:45 
る人、介護面の相談(保健婦・看護婦による家庭訪

13:00-13:30 @平成5年9月生まれ(平成5
問・市訪問リノ1ビリ・リハビリ教室・保健福祉サービ

年 3月一 8月生まれでまだ受けていない人も受
スについての相談など含みます)など ⑮健康手帳

68 診してくださ p)⑮母子健康手帳・問診票 爾』旦
乳幼児健康相談 鈴田出張所 ⑧9:30-11:00

(柄 1歳6か月児健康診査 市役所8・9会議室
⑪小児がん(神経芽)の検査セットを渡します 育児相談・身長体重iQlj定

⑧13:00-13:30 ⑮平成7年8月生まれ(平成7 妊婦教室(3) 中地区公民館 9:30-13:00 
年3月-7月生まれでまだ受けていない人も受診 19日 ⑮母子健康手帳 エプロ ン
じてくださ p)⑮母子健康子帳、問診票、タオ

(1jQ ル、歯ブラシ(母子とも現在使用中のもの) 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-12:00 

成人の健康相談 福祉センタ- 13:00-15:00 初日 当番医

@40歳以上 ⑮血圧測定
体・初

(内・胃) フジイ育腸科クリニック 東本町 ft~8686 
(外・旺)山道医院 桜馬場2丁目 ft@2305

78 リハビリ教室「根気の会」 福祉センター 1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室

.(;) 13: 30-15: 30 ⑮ことばのリハビリ、家族会 21日 ⑧13:00-13:30 @⑮は6日と同様

明日の親のための学級(6) 市コ ミセン ⑥ 成人の健康相談 福祉センタ- 13:00-15:00 
13:30-16:00⑮母子健康手帳 スラッ守クス @⑮は7日と同様

9日 当番医 23日 当番医
(内) 早田内科医院 竹松本町 ft@3530 (8) 

(内) 岡内科医院 東三城町 ft(@3000 

但) (外・内)佐藤外科医院 杭出津2丁目ft(@3070 (皮・泌)黒木医院 西大村本町 ft~0211

10日 ことば‘の教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00
ことば、の教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00

(初めての人は、健康増進課まで電話で申し込んでください)
⑮⑮は10日と同様

何 ⑮母子健康手帳 ⑪ことばの発達が気になる幼児 妊婦教室(4) 中地区公民館 13: 30-16: 00 

乳幼児健康棺談 福祉センタ児(霊以iTit見(号格控明訴書産を法空
⑮母子健康手帳

118 
⑧9:30-11:00 @4か月児 足)

リハビリ教室「根気の会」 福祉センター
⑧13: 30-15:00⑮10か月 ?) ω 13:30-15:30 ⑮体力測定、 言語訓練
⑮子ども用の歯ブラシ(使用中のもの)またはガーゼが

あれば持参してください 30日
当番医

1曹
(内・小)松井医院 久原2丁目 宮⑬6624

妊婦教室(2) 中地区公民館 13:30-16:00 ⑪ (外) 松尾外科医院 東本町 ft(@3331 
⑮母子健康手帳

略号の説明 @…対象 ②…受け付け ⑪…内容

1伊 1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室 ⑮…持ってくるもの

⑧13:00-13:30 ⑧⑮は6日と同様 当番医の診療時間 9:00-18:00 

※2月号13ぺージ掲載の「明日の親のための
学級Jで3月7日・ 14日講座の時間・場所・
内容に変更があります。ご注意くださし'0
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月 尿酸が高いといわれたら
3 ~ 痛風
の月 水 よく腹痛を訴える子ども
ア 木 人工内耳

/主¥ セックスレス夫婦マ
土日 マタニティブルー

3月の大村ボート (1日-5日・早春カップ競走、 12日-16日 ・ドラゴン ・アイカップ育完走、 19日-20日・総理大臣杯競走

場外発売、 22日一26日・ スニーカーカ ップ競走)
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